
【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、

　広報に掲載する広告を募集しています。

　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。

■『本　もったいない市』のご案内
  【日　時】１１月６日（日）／１３時～
  【場　所】多度津小学校体育館・北側　廊下
    ≪本のリサイクル市≫　無料！！
　　『多度津町芸術展』の協賛事業として開催します。
　　♪大勢の皆さまのご来場を、お待ちしております♪

■２０１１　第６５回『読書週間』　　　　　　　　

■寄贈図書　ご案内

　    　　　　　　　　　　　　古川 賢一郎 編著　/　皓星社
　　 　詩人が書き残した女子少年院の少女たちとの絆。
　第二次大戦直後、満州で活躍していた詩人・古川賢一郎は帰国し、
各地を転々としながら、やがて香川県丸亀市の女子少年院「丸亀
少女の家」へ辿り着き、約一年間、少女たちに「詩」を教えるこ
とになった。今から約５７年前のことである…。
　第一部は、収監されている少女たちをモデルにした日記文学。
　第二部は、少女たちが実際に綴った百篇の詩。
　そして第三部は、賢一郎の情熱溢れる教育レポート。
癌に冒され、出版化を願いながらも叶わな
かった魂の遺稿が奇跡の出版化。歴史の砂
漠に埋もれた無垢な花々…　だが、彼女た
ちの「言葉」は、賢一郎の祈りは、現代の
我々にも真っ直ぐに突き刺さってくる。
≪ 古川賢一郎　略歴 ≫
　１９０３年　綾歌郡美合村
　　　　　　（現まんのう町）川東生まれ。
　戦前　長崎、満州で文学活動。
　１９５５年　坂出市で死去。享年５２才。■11月の行事

　★おはなし会『ひまわり』
　　１１月１２日（土）　１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１１月１６日（水）　１４時３０分～１５時
　　絵本の読み聞かせ、紙しばい、
　　　　　　　　　　　てあそびなどをします。

・・・・・・・・・１５９冊
・・・・・・・・・・・２，９９６人
・・・・・・・・・・６，２６９冊

・・・・・１８人

『砂に咲く花』　女子少年院「丸亀少女の家」にて　

■9月の図書館利用状況
　　◎新着図書・寄贈本
　　◎入館者数
　　◎貸出図書数
　　◎新規図書利用カード作成者数

■町民会館からお知らせ　  ☎３３－３３３０
●劇団四季ミュージカル
　　“ユタと不思議な仲間たち”
【日　時】　　　　　　　　
　１１月５日（土）
　開場１８時００分　　　　　
　開演１８時３０分
【料　金】
　Ｓ席　４，２００円
　Ａ席　３，１５０円
　（税込み）★全席指定　　　　　 チケット発売中！

●第２回街角コンサート“音楽のつどい”
【日　時】１１月３日（木）
　　　　　開場８時００分　　開演８時３０分
　第１部／ピアノ、ヴァイオリン、声楽、フルート、フ
　　　　　ラメンコ、ダンス、琴、合唱等の発表会
　第２部／学校単位で参加。他校とのコラボ有り！　
　　　　　多度津中学校・善通寺東中学校・善通寺西中
　　　　　学校・琴平中学校・満濃中学校・善通寺第一
　　　　　高等学校・琴平高等学校・尽誠学園高等学校
　※入場無料！日頃の練習成果をご鑑賞下さい♪

■幕末から昭和にかけての写真を展示
町おこしの一環として、今年６月より開所し、幸之木神
社のお祭りや、幕末から昭和にかけての写真を展示して
います。８月には「八朔人形」「馬節句」
の飾りつけを行って展示しました。
来年３月には、雛人形の飾りつけを
予定しています。小さな展示館ですが
この様な季節の飾り物を見ていただき
伝統を引き継いでもらいたいと思いま
す。皆様、お気軽にお立ち寄り下さい。
【場　所】本通一丁目７番７号（硝子店の空き店舗利用）
【問合せ】電話 ３２－３４６７（世話人・関口）

■香川県立多度津高等学校
『創立９０周年記念公開展』のお知らせ
【日　　時】１１月１９日（土）　１３時～１６時
　　　　　　１１月２０日（日）　９時３０分～１５時
【場　　所】多度津高等学校
【催しもの】工業科・水産科各科展示、冷凍マグロ販売、
　　　　　　バザー、イベント（ウォーターボーイズ）等
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用下さい。
【問 合 せ】　電話 ３３－２１３１（代表）

●

１０月２７日（木）～１１月９日（水）
『読書週間』は、読書の
楽しさを訴えることで、
すべての世代の人たちに
本に親しむ“きっかけ”
を！という運動です。

「秋・読書週間に、ぜひ、一冊の本を！！」
　　標語；「信じよう、本の力」

（関連記事・・・・・・・１２Ｐ）

●  震災時における避難方法を身につけよう●  震災時における避難方法を身につけよう
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財政状況財政状況決算状況決算状況

平成22年度決算における財政健全化判断比率について
　『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』が平成１９年６月に制定され、毎年度決算時に財政の健全化
判断比率および資金不足比率を算定することが義務付けられました。

【多度津町の算定状況（平成22年度）】

【多度津町の算定結果分析】

　　　平成２２年度の財政の健全化判断比率および資金不足比率は、早期健全化基準および財政再生基
　　準をすべて下回っており、財政健全化法上では、多度津町の財政状況は健全段階であるという結果
　　になりました。
　　　しかし、これまでの公債費負担の状況や土地開発公社の負債などを勘案しますと、県内の他市町
　　と比べて高い比率になっていると思われます。
　　　今後も、借入金額の抑制や繰上償還の実施など、少しずつですが将来負担の軽減を図るように取
　　り組んでまいります。（多度津町ホームページ上に詳細を掲載していますのでご覧ください）

　●健全化判断比率
　　①実質赤字比率・・・・・一般会計の赤字の程度を示す指標です。
　　　　　　　　　　　　　　黒字の場合は算定されず「－」で表されます。
　　②連結実質赤字比率・・・自治体全体の会計（一般・特別・公営企業会計）の赤字の程度を示す指標です。
　　　　　　　　　　　　　　黒字の場合は算定されず「－」で表されます。
　　③実質公債費比率・・・・自治体全体の会計と一部事務組合なども含めた借入金の返済額が、標準的な収
　　　　　　　　　　　　　　入に対して、どの程度になるかを示す指標です。
　　④将来負担比率・・・・・自治体全体の会計・一部事務組合など・出資法人なども含めた借入金の残高が、
　　　　　　　　　　　　　　標準的な収入に対して、どの程度になるかを示す指標です。
　●早期健全化基準・・・・・健全化判断比率①～④のうち、１つでも早期健全化基準を超える指標があれば、
　　　　　　　　　　　　　　「財政健全化計画」を策定し、自治体自身の努力で財政健全化を図らなければ
　　　　　　　　　　　　　　なりません。
　●財政再生基準・・・・・・健全化判断比率①～③のうち、１つでも財政再生基準を超える指標があれば、
　　　　　　　　　　　　　　「財政再生計画」を策定し、国の関与を受けつつ財政再生を図らなければなり
　　　　　　　　　　　　　　ません。

　●資金不足比率・・・・・・公営企業会計（水道・下水道事業など）の資金不足が、事業規模に対してどの
　　　　　　　　　　　　　　程度になるかを示す指標です。
　　　　　　　　　　　　　　資金が不足していない場合は算定されず「－」で表されます。
　●経営健全化基準・・・・・資金不足比率が経営健全化基準を超えた場合は、「経営健全化計画」を策定し、
　　　　　　　　　　　　　　経営の健全化を図らなければなりません。

判　断　指　標
平成21年度

多度津町

－　　　

－　　　

　１５．９　％

２６１．８　％

－　　　

－　　　

－　　　

　１４．４　％

１９６．９　％

－　　　

１４．６５％

１９．６５％

２５．０　％

３５０．０　％

　　

２０．００％

３５．００％

３５．０　％

多度津町 早期健全化基準 財政再生基準

平成22年度

経営健全化基準　２０．０　％

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

資金不足比率

【問合せ】多度津町　総務課　財政係　３３－１１１０（内線２０１）
　　　　　多度津町ホームページ　http://www.town.tadotsu.kagawa.jp/

■一般会計

■公有財産

■特別会計

■公営企業会計
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【歳　入】 （平成23年３月31日現在）

（平成23年３月31日現在）

14万4,687円

7万4,568円

6万4,178円

1万5,973円

3万6,582円

7,056円

6,241円

1万1,440円

36万  725円

町　　　税

地方交付税

国・県支出金

譲与税・交付金

町　　　債

使用料・手数料

諸　収　入

そ　の　他

合　　　計

科　　　目 決　算　額 町民１人当たり 

74万4,242.45㎡

9万  933.74㎡

3億7,338万円

フェリー接岸施設

13億9,172万円

土　　　地

建　　　物

出資による権利

動　　　産

基　　　金

■地方債残高 （平成23年３月31日現在）

96億  585万円

95億1,963万円

35億5,218万円

226億7,766万円

一般会計

公共下水道会計

上水道事業会計 

合　　　計

【歳　出】 （平成23年３月31日現在）

24億3,999万円

8億8,262万円

10億3,886万円

 9億9,128万円

 7億4,290万円

11億3,276万円

 2億9,961万円

 1億9,408万円

 1億9,938万円

79億2,148万円

10万4,461円

3万7,787円

4万4,476円

4万2,439円

3万1,805円

4万8,496円

1万2,827円

8,309円

8,536円

33万9,133円

民　生　費

土　木　費

公　債　費

総　務　費

衛　生　費

教　育　費

消　防　費

農林水産業費

そ　の　他

合　　　計

科　　　目 決　算　額 町民１人当たり 

（平成23年３月31日現在）

（平成23年３月31日現在）

26億3,428万円

2,681万円

80万円

11億1,501万円

16億6,918万円

 3億1,886万円

25億5,040万円

2,355万円

80万円

10億9,996万円

16億6,565万円

 3億1,429万円

10万9,187円

1,008円

34円

4万7,091円

7万1,310円

1万3,455円

国民健康保険

国民健康保険直営診療所

老人保健

公共下水道

介護保険

後期高齢者医療

会　計　名 歳　　　入
歳　　　出

町民１人当たり

会　計　名
収益的支出

町民１人当たり町民１人当たり

上水道事業

資本的収入 
資本的支出

33億7,960万円

17億4,175万円

14億9,907万円

 3億7,311万円

 8億5,448万円

 1億6,482万円

 1億4,577万円

 2億6,721万円

84億2,581万円

収益的収入

7億3,609万円 6億5,439万円 2万8,016円 8,265万円 3億2,550万円 1万3,935円
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　　　　　　　　　　　　　　程度になるかを示す指標です。
　　　　　　　　　　　　　　資金が不足していない場合は算定されず「－」で表されます。
　●経営健全化基準・・・・・資金不足比率が経営健全化基準を超えた場合は、「経営健全化計画」を策定し、
　　　　　　　　　　　　　　経営の健全化を図らなければなりません。

判　断　指　標
平成21年度

多度津町

－　　　

－　　　

　１５．９　％

２６１．８　％

－　　　

－　　　

－　　　

　１４．４　％

１９６．９　％

－　　　

１４．６５％

１９．６５％

２５．０　％

３５０．０　％

　　

２０．００％

３５．００％

３５．０　％

多度津町 早期健全化基準 財政再生基準

平成22年度

経営健全化基準　２０．０　％

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

資金不足比率

【問合せ】多度津町　総務課　財政係　３３－１１１０（内線２０１）
　　　　　多度津町ホームページ　http://www.town.tadotsu.kagawa.jp/

■一般会計

■公有財産

■特別会計

■公営企業会計

平
成
22
年
度
多
度
津
町
決
算
状
況

　多
度
津
町
の
平
成
22
年
度
の
各
会
計
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
を
は
じ
め
、
国
か
ら
の
交
付
金
・
支
出

金
な
ど
の
歳
入
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
「
お
金
の
使
い
道
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　一
般
会
計
は
、
歳
入
決
算
額
が
約
84
億
２
，
５
８
１
万
円
、
歳
出
決
算
額
が
約
79
億
２
，

１
４
８
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
、
歳
入
は
約
１
億
２
，
５
８
６
万
円
（
１
．
５
％
）
の

増
額
、
歳
出
は
約
２
，
４
０
１
万
円
（
▲
０
．
３
％
）
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
歳

出
差
引
に
よ
る
形
式
収
支
は
約
５
億
４
３
３
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

※
常
住
人
口

　２
３
，
３
５
８
人
（
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
）

※
四
捨
五
入
に
よ
り
、
合
計
値
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【歳　入】 （平成23年３月31日現在）

（平成23年３月31日現在）

14万4,687円

7万4,568円

6万4,178円

1万5,973円

3万6,582円

7,056円

6,241円

1万1,440円

36万  725円

町　　　税

地方交付税

国・県支出金

譲与税・交付金

町　　　債

使用料・手数料

諸　収　入

そ　の　他

合　　　計

科　　　目 決　算　額 町民１人当たり 

74万4,242.45㎡

9万  933.74㎡

3億7,338万円

フェリー接岸施設

13億9,172万円

土　　　地

建　　　物

出資による権利

動　　　産

基　　　金

■地方債残高 （平成23年３月31日現在）

96億  585万円

95億1,963万円

35億5,218万円

226億7,766万円

一般会計

公共下水道会計

上水道事業会計 

合　　　計

【歳　出】 （平成23年３月31日現在）

24億3,999万円

8億8,262万円

10億3,886万円

 9億9,128万円

 7億4,290万円

11億3,276万円

 2億9,961万円

 1億9,408万円

 1億9,938万円

79億2,148万円

10万4,461円

3万7,787円

4万4,476円

4万2,439円

3万1,805円

4万8,496円

1万2,827円

8,309円

8,536円

33万9,133円

民　生　費

土　木　費

公　債　費

総　務　費

衛　生　費

教　育　費

消　防　費

農林水産業費

そ　の　他

合　　　計

科　　　目 決　算　額 町民１人当たり 

（平成23年３月31日現在）

（平成23年３月31日現在）

26億3,428万円

2,681万円

80万円

11億1,501万円

16億6,918万円

 3億1,886万円

25億5,040万円

2,355万円

80万円

10億9,996万円

16億6,565万円

 3億1,429万円

10万9,187円

1,008円

34円

4万7,091円

7万1,310円

1万3,455円

国民健康保険

国民健康保険直営診療所

老人保健

公共下水道

介護保険

後期高齢者医療

会　計　名 歳　　　入
歳　　　出

町民１人当たり

会　計　名
収益的支出

町民１人当たり町民１人当たり

上水道事業

資本的収入 
資本的支出

33億7,960万円

17億4,175万円

14億9,907万円

 3億7,311万円

 8億5,448万円

 1億6,482万円

 1億4,577万円

 2億6,721万円

84億2,581万円

収益的収入

7億3,609万円 6億5,439万円 2万8,016円 8,265万円 3億2,550万円 1万3,935円
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文
化
教
養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
桃
陵
大
学
11
月
行
事

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
18
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　（
伝
承
遊
び
）

　場
所
＝
多
度
津
幼
稚
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
20
日
（日）

　行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
20
日
（日）

　行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館
他

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（日）

　行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館
・

　
　
　
　
　
　
　児
童
館
他

②
日
時
＝
17
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　（
玉
ね
ぎ
の
苗
植
え
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
11
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
24
日
（木）
／
13
時

　行
事
＝
香
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　場
所
＝
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
９
日
（水）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

■『
ひ
だ
ま
り
』11
月
講
習

●
８
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
悪
徳
商
法
か
ら
身
を
守
ろ
う
』

　▽
講
師
＝
丸
亀
警
察
署

●
22
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
地
域
で
さ
さ
え
る
介
護
』

　▽
講
師
＝
夕
映
え
の
会

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
た
ど
つ
俳
壇（
第
54
回
）

　
　
　

  

小
西
と
し
じ

　選

【
第
一
席
】

水
打
っ
て
水
打
っ
て
風
誘
ひ
出
す

　
　東
白
方

　
　
　村
井
た
く
み

〔
評
〕
暑
い
日
々
が
続
く
。
余
り

　の
暑
さ
に
水
を
打
っ
て
涼
し
い

　風
を
呼
ぼ
う
と
す
る
。「
水
打
っ

　て
水
打
っ
て
」
と
重
ね
た
調
子

　が
上
手
い
。
そ
の
暑
さ
が
よ
く

　判
る
。

【
第
二
席
】

秋
暑
し
地
図
の
と
ほ
り
に
来
て
迷
ふ

　
　東

　浜

　
　
　小
野
登
志
美

〔
評
〕
お
社
か
お
寺
で
あ
ろ
う
か
、

　地
図
を
片
手
に
、
地
図
の
通
り

　に
探
し
て
い
る
の
に
見
つ
か
ら

　な
い
。
刻
々
と
時
間
が
過
ぎ
残

　暑
が
身
に
浸
み
る
。
俳
諧
味
の

　あ
る
楽
し
い
一
句
。

【
第
三
席
】

一
抹
の
淋
し
さ
の
あ
る
良
夜
か
な

　
　家

　中

　
　
　守
屋

　幸
子

〔
評
〕
名
月
を
心
ゆ
く
迄
眺
め
て

　満
足
な
の
だ
が
、
昔
、
共
に
眺

　め
な
が
ら
今
は
遠
く
去
っ
た
友

　の
事
な
ど
を
思
い
出
し
て
、
心

　か
ら
喜
べ
な
い
作
者
で
あ
る
。

【
佳

　作
】

山
歩
き
今
日
一
番
の
野
菊
か
な

　ま
ん
の
う
町

　
　森
池

　春
子

【
佳

　作
】

目
の
前
を
客
船
の
航
く
夕
涼
み

　
　佐

　柳

　
　
　浜
辺

　忠
志

■
次
回
た
ど
つ
俳
檀

　
　第
55
回
俳
句
作
品
募
集

▽
題
名
＝
当
季
雑
詠

▽
選
者
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人

　
　
　
　
　
　小
西
と
し
じ
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
12
月
14
日
（水）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　
　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
桃
陵
彫

　場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　期
間
＝
11
月
７
日
（月）
〜
30
日
（水）

　
　
　
　
　／
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
す
る

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
11
月
３
日
（木）

　第
２
回
街
角
コ
ン
サ
ー
ト

“
　音
楽
の
つ
ど
い

　開
場
８
時
00
分

　（
第
１
部
）

　開
演
８
時
30
分

　（
第
２
部
）

„開
演
15
時
00
分

　

●
11
月
５
日
（土）

　劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

“
　ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち

„

　開
場
18
時
00
分
開
演
18
時
30
分

●
11
月
６
日
（日）

　ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ

　開
場
９
時
30
分
開
演
10
時
00
分

●
11
月
20
日
（日）

　ピ
ア
ノ
発
表
会

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

●
11
月
23
日
（水）

　ピ
ア
ノ
発
表
会

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

●
11
月
26
日
（土）

　第
10
回
禅
林
学
園

　
　
　
　
　少
林
寺
拳
法
演
武
祭

　開
場
９
時
15
分
開
演
９
時
45
分

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
老
人
健
康
施
設
11
月
行
事

１
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（月）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

８
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

９
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

10
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

14
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

15
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

16
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

　
　
　愛
光
保
育
園
慰
問

　
　
　
　
　
　
　
　／
13
時
30
分

22
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

24
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

25
日
（金）
生
け
花
教
室
／
13
時

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

28
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

29
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

30
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
76
回
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　ゴ
ル
フ
大
会

　
　（
９
月
10
日
／
四
箇
小
学
校
）

　優

　勝
＝
石
川

　昇

　準
優
勝
＝
好
永

　政
夫

　３

　位
＝
山
田

　信
子

●
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
９
月
11
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
西
讃
オ
リ
オ
ン
ズ

　準
優
勝
＝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ツ

●
平
成
23
年
度
多
度
津
町

　ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　ブ
ロ
ン
ズ
Ｂ
の
部

　
　（
９
月
11
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
パ
ン
サ
ー
ズ

　準
優
勝
＝
空
海
Ｒ
Ｅ
Ｄ

■
11
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
４
日
、
５
日
、

　
　８
〜
12
日
、
15
日
、
17
日
、

　
　24
〜
26
日
、
29
日
、
30
日

　
　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
大
会

　▽
日
時
＝
６
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
13
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
32
回
多
度
津
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　普
及
大
会

　▽
日
時
＝
13
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
２
体
育
館

●
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
13
日
（日）

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
第
27
回
多
度
津
コ
ス
モ
ス
旗

　
　
　
　
　
　
　少
年
野
球
大
会

　▽
日
時
＝
19
日
・
20
日
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）

　▽
日
時
＝
20
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
町
内
柔
道
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（水）
／
10
時

　▽
場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（水）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

『第１３回アジアユースウエイトリフティング
選手権大会』（開催地：タイ）の９４キロ級で、
３位に入る好成績を収めた多田佳弘さんが、９
月２１日、報告のため町役場を訪問されました。
多田さんは「細かな反復練習の積み重ねが大切。
国体では優勝を目指します。」と力強く語られ、
丸尾幸雄町長は「日本一になってほしい。期待
しています。」とエールを送りました。

●多田佳弘さん（多度津高校２年）が
　 アジアユースウエイトリフティングで３位！

●ニュースポーツ大会にて桃陵大学生が汗を流す！
９月１６日（金）、桃陵大学中央講座のニュースポーツ大会が開催され、
約８０名の桃陵大学生が「ペタンク」「シャフルボード」で競いました。

　　　　【ペタンクの部】
　　　　  優　勝　大原　筑美・原　登起恵・真鍋　寿美枝（四箇）
　　        準優勝　元木　清吉・川西　貞三・喜多　勝男（四箇）

　　　　【シャフルボードの部】
　　　　  優　勝　金崎　保男・中野　修三（四箇）
　　　　  準優勝　金子　正仁・佐栁　茂光（白方）
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文
化
教
養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
桃
陵
大
学
11
月
行
事

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
18
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　（
伝
承
遊
び
）

　場
所
＝
多
度
津
幼
稚
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
20
日
（日）

　行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
20
日
（日）

　行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館
他

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（日）

　行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館
・

　
　
　
　
　
　
　児
童
館
他

②
日
時
＝
17
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　（
玉
ね
ぎ
の
苗
植
え
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
11
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
24
日
（木）
／
13
時

　行
事
＝
香
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　場
所
＝
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
９
日
（水）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

■『
ひ
だ
ま
り
』11
月
講
習

●
８
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
悪
徳
商
法
か
ら
身
を
守
ろ
う
』

　▽
講
師
＝
丸
亀
警
察
署

●
22
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
地
域
で
さ
さ
え
る
介
護
』

　▽
講
師
＝
夕
映
え
の
会

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
た
ど
つ
俳
壇（
第
54
回
）

　
　
　

  

小
西
と
し
じ

　選

【
第
一
席
】

水
打
っ
て
水
打
っ
て
風
誘
ひ
出
す

　
　東
白
方

　
　
　村
井
た
く
み

〔
評
〕
暑
い
日
々
が
続
く
。
余
り

　の
暑
さ
に
水
を
打
っ
て
涼
し
い

　風
を
呼
ぼ
う
と
す
る
。「
水
打
っ

　て
水
打
っ
て
」
と
重
ね
た
調
子

　が
上
手
い
。
そ
の
暑
さ
が
よ
く

　判
る
。

【
第
二
席
】

秋
暑
し
地
図
の
と
ほ
り
に
来
て
迷
ふ

　
　東

　浜

　
　
　小
野
登
志
美

〔
評
〕
お
社
か
お
寺
で
あ
ろ
う
か
、

　地
図
を
片
手
に
、
地
図
の
通
り

　に
探
し
て
い
る
の
に
見
つ
か
ら

　な
い
。
刻
々
と
時
間
が
過
ぎ
残

　暑
が
身
に
浸
み
る
。
俳
諧
味
の

　あ
る
楽
し
い
一
句
。

【
第
三
席
】

一
抹
の
淋
し
さ
の
あ
る
良
夜
か
な

　
　家

　中

　
　
　守
屋

　幸
子

〔
評
〕
名
月
を
心
ゆ
く
迄
眺
め
て

　満
足
な
の
だ
が
、
昔
、
共
に
眺

　め
な
が
ら
今
は
遠
く
去
っ
た
友

　の
事
な
ど
を
思
い
出
し
て
、
心

　か
ら
喜
べ
な
い
作
者
で
あ
る
。

【
佳

　作
】

山
歩
き
今
日
一
番
の
野
菊
か
な

　ま
ん
の
う
町

　
　森
池

　春
子

【
佳

　作
】

目
の
前
を
客
船
の
航
く
夕
涼
み

　
　佐

　柳

　
　
　浜
辺

　忠
志

■
次
回
た
ど
つ
俳
檀

　
　第
55
回
俳
句
作
品
募
集

▽
題
名
＝
当
季
雑
詠

▽
選
者
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人

　
　
　
　
　
　小
西
と
し
じ
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
12
月
14
日
（水）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　
　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
桃
陵
彫

　場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　期
間
＝
11
月
７
日
（月）
〜
30
日
（水）

　
　
　
　
　／
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
す
る

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
11
月
３
日
（木）

　第
２
回
街
角
コ
ン
サ
ー
ト

“
　音
楽
の
つ
ど
い

　開
場
８
時
00
分

　（
第
１
部
）

　開
演
８
時
30
分

　（
第
２
部
）

„開
演
15
時
00
分

　

●
11
月
５
日
（土）

　劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

“
　ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち

„

　開
場
18
時
00
分
開
演
18
時
30
分

●
11
月
６
日
（日）

　ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ

　開
場
９
時
30
分
開
演
10
時
00
分

●
11
月
20
日
（日）

　ピ
ア
ノ
発
表
会

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

●
11
月
23
日
（水）

　ピ
ア
ノ
発
表
会

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

●
11
月
26
日
（土）

　第
10
回
禅
林
学
園

　
　
　
　
　少
林
寺
拳
法
演
武
祭

　開
場
９
時
15
分
開
演
９
時
45
分

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
老
人
健
康
施
設
11
月
行
事

１
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（月）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

８
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

９
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

10
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

14
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

15
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

16
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

　
　
　愛
光
保
育
園
慰
問

　
　
　
　
　
　
　
　／
13
時
30
分

22
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

24
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

25
日
（金）
生
け
花
教
室
／
13
時

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

28
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

29
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

30
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
76
回
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　ゴ
ル
フ
大
会

　
　（
９
月
10
日
／
四
箇
小
学
校
）

　優

　勝
＝
石
川

　昇

　準
優
勝
＝
好
永

　政
夫

　３

　位
＝
山
田

　信
子

●
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　（
９
月
11
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
西
讃
オ
リ
オ
ン
ズ

　準
優
勝
＝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ツ

●
平
成
23
年
度
多
度
津
町

　ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　ブ
ロ
ン
ズ
Ｂ
の
部

　
　（
９
月
11
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
パ
ン
サ
ー
ズ

　準
優
勝
＝
空
海
Ｒ
Ｅ
Ｄ

■
11
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
４
日
、
５
日
、

　
　８
〜
12
日
、
15
日
、
17
日
、

　
　24
〜
26
日
、
29
日
、
30
日

　
　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
大
会

　▽
日
時
＝
６
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
13
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
32
回
多
度
津
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　普
及
大
会

　▽
日
時
＝
13
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　第
２
体
育
館

●
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
13
日
（日）

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
第
27
回
多
度
津
コ
ス
モ
ス
旗

　
　
　
　
　
　
　少
年
野
球
大
会

　▽
日
時
＝
19
日
・
20
日
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）

　▽
日
時
＝
20
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
町
内
柔
道
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（水）
／
10
時

　▽
場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
23
日
（水）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

『第１３回アジアユースウエイトリフティング
選手権大会』（開催地：タイ）の９４キロ級で、
３位に入る好成績を収めた多田佳弘さんが、９
月２１日、報告のため町役場を訪問されました。
多田さんは「細かな反復練習の積み重ねが大切。
国体では優勝を目指します。」と力強く語られ、
丸尾幸雄町長は「日本一になってほしい。期待
しています。」とエールを送りました。

●多田佳弘さん（多度津高校２年）が
　 アジアユースウエイトリフティングで３位！

●ニュースポーツ大会にて桃陵大学生が汗を流す！
９月１６日（金）、桃陵大学中央講座のニュースポーツ大会が開催され、
約８０名の桃陵大学生が「ペタンク」「シャフルボード」で競いました。

　　　　【ペタンクの部】
　　　　  優　勝　大原　筑美・原　登起恵・真鍋　寿美枝（四箇）
　　        準優勝　元木　清吉・川西　貞三・喜多　勝男（四箇）

　　　　【シャフルボードの部】
　　　　  優　勝　金崎　保男・中野　修三（四箇）
　　　　  準優勝　金子　正仁・佐栁　茂光（白方）
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親切・人権親切・人権
SmallKindness・Human Rights

お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
迷
子
に
な
っ
た
お
じ
い
さ
ん
』

　四
箇
地
区
交
通
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　佐
々
木

　康
雄

　近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
こ
ろ
多
度
津
町
も
、

４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
地

縁
・
血
縁
の
結
び
つ
き
は
、
薄
れ

つ
つ
あ
り
、
人
が
人
に
無
関
心
な

社
会
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　多
度
津
町
で
は
、
町
の
様
々
な

施
策
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、
ま

だ
ま
だ
温
か
い
近
所
付
き
合
い
が

残
っ
て
い
る
良
い
地
域
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　近
年
の
こ
と
で
す
が
、
夕
暮
れ
、

こ
ん
な
事
が
有
り
ま
し
た
。
隣
家

の
軒
下
に
見
知
ら
ぬ
老
人
が
座
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。
両
隣
か
ら
人

が
集
ま
り
声
を
か
け
ま
し
た
。
ど

う
も
遠
く
か
ら
来
た
人
ら
し
く
、

自
宅
を
探
し
て
歩
き
続
け
て
い
た

様
子
で
、
何
と
か
名
字
を
聞
き
出

し
ま
し
た
。
住
所
は
言
え
な
く
て
、

「
あ
っ
ち
か
ら
来
た
」
と
指
差
す
ば

か
り
。
冷
た
い
お
茶
を
差
し
上
げ

な
が
ら
聞
い
た
名
字
を
頼
り
に
、

隣
人
が
電
話
帳
で
同
姓
の
家
に
問

い
合
わ
せ
ま
し
た
。
三
軒
目
の
電

話
で
や
っ
と
そ
の
方
の
家
が
分
か

り
ま
し
た
。
心
配
し
て
捜
し
て
い

た
家
族
が
、
辺
り
が
も
う
暗
く
な

っ
て
い
た
多
度
津
町
ま
で
迎
え
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
事
は
今

ま
で
に
も
時
に
有
り
ま
し
た
。

　私
は
今
68
歳
で
元
気
で
す
が
、

将
来
の
事
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
出

来
る
だ
け
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

様
に
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
自
分
を
証
明
す
る
カ

ー
ド
を
身
に
付
け
る
様
に
し
て
い

ま
す
。

　先
月
、
丸
亀
警
察
署
が
登
録
を

募
集
し
て
い
た
「
シ
ル
バ
ー
見
守

り
隊
」
に
登
録
し
ま
し
た
。
具
体

的
な
活
動
要
領
は
、
深
夜
か
ら
早

朝
に
お
い
て
、
交
通
事
故
に
遭
遇

す
る
危
険
性
が
高
い
高
齢
者
を
発

見
し
た
場
合
に
、
警
察
に
通
報
し
、

高
齢
者
を
交
通
事
故
等
か
ら
守
る

活
動
を
行
う
も
の
で
す
。
私
は
５

時
半
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
週
２
回
、
午
後
10

時
頃
、
丸
亀
ま
で
孫
の
塾
の
迎
え

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
機
会
が

自
然
と
「
シ
ル
バ
ー
見
守
り
隊
」

に
な
る
と
思
い
、
登
録
し
ま
し
た
。

　日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
構
え

を
、
日
常
生
活
に
活
か
し
、
社
会

と
繋
が
り
を
持
っ
て
今
後
も
元
気

で
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
併
せ
て
社
会
の
人
々
に
困

っ
て
い
る
方
や
高
齢
者
に
対
し
て
、

少
し
で
も
親
切
が
出
来
る
私
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
善 

意 （
９
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　
多
度
津
町
支
部

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
末
峰
　
輝
昭
（
桜
　
川
）

　
西
山
　
京
子
（
本
　
通
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　 

『
桃
陵
苑
』

　
山
田
　
浩
三
（
本
　
通
）

　
山
田
　
正
義
（
葛
　
原
）

　
竹
内
　
正
治
（
寿
　
町
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
多
度
津
町
生
活
研
究

　
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
す
い

　
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町
シ
ル

　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多
度
津

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
山

　
崎
生
花
店
、
多
度
津
理
容
組
合
、

　
㈱
Ｃ
＆
Ｃ

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
泉
　
　
建
吉
（
仲
ノ
町
）

　
村
井
　
聰
子
（
西
港
町
）

　
伊
豫
　
道
子
（
本
　
通
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
富
井
　
　
潔
（
家
　
中
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
福
家
　
俊
子
（
ま
ん
の
う
町
）

　
山
地
江
利
子
（
奥
白
方
）

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

　
議
会
（
白
方
Ｇ
・
佐
柳
Ｈ
）

●
多
度
津
高
校
写
真
部
の
皆
さ
ん

　
幼
稚
園
の
運
動
会
の
写
真
を
、
ご

　
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　運動期間：１１月１２日～１１月２５日
　　配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、セクシュ
　　アル・ハラスメント、ストーカー行為や人身取引
　　等、女性に対する暴力は、女性の人権を侵害する
　　ものであり、決して許されるものではありません。
　　この期間をきっかけに、女性に対する暴力につい
　　て考え、暴力のない社会づくりを進めましょう。
　【相談先】
　　香川県子ども女性相談センター
　　　電話　０８７－８３５－３２１１
　　　Ｅメール　http://www.pref.kagawa.jp/
　　　　　　　　kosodate/josei/mail/
　　　※来所相談は予約が必要です。
　　香川県警察総合相談センター
　　　電話　♯９１１０（全国共通短縮ダイヤル）
　　　または、０８７－８３１－０１１０
　　かがわ男女共同参画相談プラザ
　　　電話　０８７－８３２－３１９８

　強化週間：１１月１４日～１１月２０日
　全国一斉『女性の人権ホットライン』強化週間と
　して、高松法務局・香川県人権擁護委員連合会で
　もこの期間中、電話を増設してご相談に応じます。
　▽期間＝１１月１４日（月）～１１月２０日（日）
　　８時３０分～１９時（土・日曜１０時～１７時）
　▽女性の人権ホットライン
　　電話　０５７０－０７０－８１０
　▽相談員＝男女共同参画社会推進委員をはじめと
　　　　　　する人権擁護委員及び高松法務局職員

■『女性に対する暴力をなくす運動』

■全国一斉『女性の人権ホットライン』

《
人

　事
》

　９
月
９
日
付
け
で
次
の
方
が
、

多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　▽
田
尾

　勝

　氏

　（
南
鴨
／
前
琴
平
中
学
校
長
）

《
お
知
ら
せ
》

■
平
成
24
年
度
児
童
館

　       

使
用
申
込
み
受
付
に
つ
い
て

　多
度
津
町
で
は
、
多
度
津
・
豊

原
・
四
箇
・
白
方
の
各
地
区
児
童

館
の
平
成
24
年
度
使
用
申
込
み
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

▽
資
格
＝

　
　
　小
学
校
１
年
生
か
ら
小
学

　
　
　校
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
、

　
　
　下
校
時
に
家
庭
等
で
監
護

　
　
　す
る
保
護
者
が
い
な
い
か
、

　
　
　傷
病
等
の
特
別
な
理
由
に

　
　
　よ
り
、
監
護
が
で
き
な
い

　
　
　世
帯

▽
定
員
＝
各
児
童
館
40
名
程
度

▽
使
用
時
間
＝

　
　
　月
〜
金
曜
日
の
下
校
後
〜

　
　

            

　17
時
45
分
ま
で

　※
春
休
み
等
の
長
期
休
暇
期
間

　
　中
、
月
〜
金
曜
日
お
よ
び
土

　
　曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
45

　
　分
ま
で
。
な
お
、
土
曜
日
は

　
　休
暇
前
に
要
相
談
。

▽
受
付
期
間
＝

　
　11
月
７
日
（月）
〜
11
月
25
日
（金）

　
　ま
で
の
執
務
時
間
中

▽
申
込
方
法
・
申
込
み
先
＝

　
　必
要
書
類
に
所
定
事
項
を
記

　
　入
の
う
え
、
町
福
祉
保
健
課

　
　福
祉
係
ま
た
は
各
児
童
館
へ

　
　提
出
。（
書
類
は
福
祉
保
健
課

　
　お
よ
び
児
童
館
に
あ
り
ま
す
）

▽
決
定
通
知
＝

　
　平
成
24
年
３
月
中
旬
予
定

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　福
祉
係
児
童
館
担
当

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

　
■『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』

　児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
相
談
対
応
件
数
が
増
加
し
て

お
り
、
深
刻
で
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
早

急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
児

童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関

心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
平
成
16

年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法
が
施

行
さ
れ
た
11
月
が
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　期
間
中
に
は
県
下
で
児
童
虐
待

防
止
に
関
す
る
講
演
会
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
催
さ
れ
ま
す
。

　児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て
理
解

を
よ
り
一
層
深
め
、
児
童
虐
待
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　（
福
祉
保
健
課
）

■
11
月
は『
ね
ん
き
ん
月
間
』で
す

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
出
張
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。
口
座
振
替

の
利
用
や
免
除
申
請
な
ど
、
何
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
17
日
（木）
・
18
日
（金）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
イ
オ
ン
綾
川
シ
ョ
ッ
ピ

            

ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ

　
　
　
　（
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
特

　
　
　
　設
会
場
）

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
１

■
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

　
　  

下
限
面
積
変
更
に
つ
い
て

　農
業
委
員
会
は
、
毎
年
、
下
限

面
積
（
別
段
の
面
積
）
の
設
定
又

は
修
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　審
議
し
た
結
果
、
多
度
津
町
の

全
域
（
島
し
ょ
部
を
除
く
）
に
お

い
て
、
２
０
１
０
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
り
、
管
内
の
農
家
で
30
ア

ー
ル
未
満
の
農
家
が
全
農
家
数
の

４
割
を
超
え
た
た
め
、
平
成
23
年

９
月
１
日
よ
り
40
ア
ー
ル
か
ら
30

ア
ー
ル
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　な
お
、
島
し
ょ
部
（
佐
柳
及
び

高
見
の
区
域
）
に
つ
い
て
は
、
耕

作
放
棄
地
が
相
当
数
存
在
し
て
い

る
こ
と
等
の
た
め
、
現
状
と
同
様

10
ア
ー
ル
と
し
ま
す
。

▽
多
度
津
町
の
全
域

　

          

（
島
し
ょ
部
を
除
く
）

　
　30
ア
ー
ル

▽
佐
柳
及
び
高
見
の
区
域

　
　10
ア
ー
ル

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
農
業
委
員
会

　

   

（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

●
第
29
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　リ
サ
イ
ク
ル
品
（
自
転
車
等
）

の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
物
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
ガ
ラ
ス

の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

桐
箱
に
入
れ
、

ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、

お
渡
し
し
ま
す
。

※
11
月
は
20
日
（日）
・
27
日
（日）
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
１
‐
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４
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■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
迷
子
に
な
っ
た
お
じ
い
さ
ん
』

　四
箇
地
区
交
通
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　佐
々
木

　康
雄

　近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
こ
ろ
多
度
津
町
も
、

４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
地

縁
・
血
縁
の
結
び
つ
き
は
、
薄
れ

つ
つ
あ
り
、
人
が
人
に
無
関
心
な

社
会
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　多
度
津
町
で
は
、
町
の
様
々
な

施
策
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、
ま

だ
ま
だ
温
か
い
近
所
付
き
合
い
が

残
っ
て
い
る
良
い
地
域
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　近
年
の
こ
と
で
す
が
、
夕
暮
れ
、

こ
ん
な
事
が
有
り
ま
し
た
。
隣
家

の
軒
下
に
見
知
ら
ぬ
老
人
が
座
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。
両
隣
か
ら
人

が
集
ま
り
声
を
か
け
ま
し
た
。
ど

う
も
遠
く
か
ら
来
た
人
ら
し
く
、

自
宅
を
探
し
て
歩
き
続
け
て
い
た

様
子
で
、
何
と
か
名
字
を
聞
き
出

し
ま
し
た
。
住
所
は
言
え
な
く
て
、

「
あ
っ
ち
か
ら
来
た
」
と
指
差
す
ば

か
り
。
冷
た
い
お
茶
を
差
し
上
げ

な
が
ら
聞
い
た
名
字
を
頼
り
に
、

隣
人
が
電
話
帳
で
同
姓
の
家
に
問

い
合
わ
せ
ま
し
た
。
三
軒
目
の
電

話
で
や
っ
と
そ
の
方
の
家
が
分
か

り
ま
し
た
。
心
配
し
て
捜
し
て
い

た
家
族
が
、
辺
り
が
も
う
暗
く
な

っ
て
い
た
多
度
津
町
ま
で
迎
え
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
事
は
今

ま
で
に
も
時
に
有
り
ま
し
た
。

　私
は
今
68
歳
で
元
気
で
す
が
、

将
来
の
事
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
出

来
る
だ
け
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

様
に
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
自
分
を
証
明
す
る
カ

ー
ド
を
身
に
付
け
る
様
に
し
て
い

ま
す
。

　先
月
、
丸
亀
警
察
署
が
登
録
を

募
集
し
て
い
た
「
シ
ル
バ
ー
見
守

り
隊
」
に
登
録
し
ま
し
た
。
具
体

的
な
活
動
要
領
は
、
深
夜
か
ら
早

朝
に
お
い
て
、
交
通
事
故
に
遭
遇

す
る
危
険
性
が
高
い
高
齢
者
を
発

見
し
た
場
合
に
、
警
察
に
通
報
し
、

高
齢
者
を
交
通
事
故
等
か
ら
守
る

活
動
を
行
う
も
の
で
す
。
私
は
５

時
半
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
週
２
回
、
午
後
10

時
頃
、
丸
亀
ま
で
孫
の
塾
の
迎
え

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
機
会
が

自
然
と
「
シ
ル
バ
ー
見
守
り
隊
」

に
な
る
と
思
い
、
登
録
し
ま
し
た
。

　日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
構
え

を
、
日
常
生
活
に
活
か
し
、
社
会

と
繋
が
り
を
持
っ
て
今
後
も
元
気

で
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
併
せ
て
社
会
の
人
々
に
困

っ
て
い
る
方
や
高
齢
者
に
対
し
て
、

少
し
で
も
親
切
が
出
来
る
私
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
善 

意 （
９
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　
多
度
津
町
支
部

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
末
峰
　
輝
昭
（
桜
　
川
）

　
西
山
　
京
子
（
本
　
通
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　 

『
桃
陵
苑
』

　
山
田
　
浩
三
（
本
　
通
）

　
山
田
　
正
義
（
葛
　
原
）

　
竹
内
　
正
治
（
寿
　
町
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
多
度
津
町
生
活
研
究

　
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
す
い

　
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町
シ
ル

　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多
度
津

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
山

　
崎
生
花
店
、
多
度
津
理
容
組
合
、

　
㈱
Ｃ
＆
Ｃ

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
泉
　
　
建
吉
（
仲
ノ
町
）

　
村
井
　
聰
子
（
西
港
町
）

　
伊
豫
　
道
子
（
本
　
通
）

　
上
山
　
保
子
（
元
　
町
）

　
富
井
　
　
潔
（
家
　
中
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
福
家
　
俊
子
（
ま
ん
の
う
町
）

　
山
地
江
利
子
（
奥
白
方
）

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

　
議
会
（
白
方
Ｇ
・
佐
柳
Ｈ
）

●
多
度
津
高
校
写
真
部
の
皆
さ
ん

　
幼
稚
園
の
運
動
会
の
写
真
を
、
ご

　
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　運動期間：１１月１２日～１１月２５日
　　配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、セクシュ
　　アル・ハラスメント、ストーカー行為や人身取引
　　等、女性に対する暴力は、女性の人権を侵害する
　　ものであり、決して許されるものではありません。
　　この期間をきっかけに、女性に対する暴力につい
　　て考え、暴力のない社会づくりを進めましょう。
　【相談先】
　　香川県子ども女性相談センター
　　　電話　０８７－８３５－３２１１
　　　Ｅメール　http://www.pref.kagawa.jp/
　　　　　　　　kosodate/josei/mail/
　　　※来所相談は予約が必要です。
　　香川県警察総合相談センター
　　　電話　♯９１１０（全国共通短縮ダイヤル）
　　　または、０８７－８３１－０１１０
　　かがわ男女共同参画相談プラザ
　　　電話　０８７－８３２－３１９８

　強化週間：１１月１４日～１１月２０日
　全国一斉『女性の人権ホットライン』強化週間と
　して、高松法務局・香川県人権擁護委員連合会で
　もこの期間中、電話を増設してご相談に応じます。
　▽期間＝１１月１４日（月）～１１月２０日（日）
　　８時３０分～１９時（土・日曜１０時～１７時）
　▽女性の人権ホットライン
　　電話　０５７０－０７０－８１０
　▽相談員＝男女共同参画社会推進委員をはじめと
　　　　　　する人権擁護委員及び高松法務局職員

■『女性に対する暴力をなくす運動』

■全国一斉『女性の人権ホットライン』

《
人

　事
》

　９
月
９
日
付
け
で
次
の
方
が
、

多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　▽
田
尾

　勝

　氏

　（
南
鴨
／
前
琴
平
中
学
校
長
）

《
お
知
ら
せ
》

■
平
成
24
年
度
児
童
館

　       

使
用
申
込
み
受
付
に
つ
い
て

　多
度
津
町
で
は
、
多
度
津
・
豊

原
・
四
箇
・
白
方
の
各
地
区
児
童

館
の
平
成
24
年
度
使
用
申
込
み
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

▽
資
格
＝

　
　
　小
学
校
１
年
生
か
ら
小
学

　
　
　校
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
、

　
　
　下
校
時
に
家
庭
等
で
監
護

　
　
　す
る
保
護
者
が
い
な
い
か
、

　
　
　傷
病
等
の
特
別
な
理
由
に

　
　
　よ
り
、
監
護
が
で
き
な
い

　
　
　世
帯

▽
定
員
＝
各
児
童
館
40
名
程
度

▽
使
用
時
間
＝

　
　
　月
〜
金
曜
日
の
下
校
後
〜

　
　

            

　17
時
45
分
ま
で

　※
春
休
み
等
の
長
期
休
暇
期
間

　
　中
、
月
〜
金
曜
日
お
よ
び
土

　
　曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
45

　
　分
ま
で
。
な
お
、
土
曜
日
は

　
　休
暇
前
に
要
相
談
。

▽
受
付
期
間
＝

　
　11
月
７
日
（月）
〜
11
月
25
日
（金）

　
　ま
で
の
執
務
時
間
中

▽
申
込
方
法
・
申
込
み
先
＝

　
　必
要
書
類
に
所
定
事
項
を
記

　
　入
の
う
え
、
町
福
祉
保
健
課

　
　福
祉
係
ま
た
は
各
児
童
館
へ

　
　提
出
。（
書
類
は
福
祉
保
健
課

　
　お
よ
び
児
童
館
に
あ
り
ま
す
）

▽
決
定
通
知
＝

　
　平
成
24
年
３
月
中
旬
予
定

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　福
祉
係
児
童
館
担
当

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

　
■『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』

　児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
相
談
対
応
件
数
が
増
加
し
て

お
り
、
深
刻
で
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
早

急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
児

童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関

心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
平
成
16

年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法
が
施

行
さ
れ
た
11
月
が
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　期
間
中
に
は
県
下
で
児
童
虐
待

防
止
に
関
す
る
講
演
会
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
催
さ
れ
ま
す
。

　児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て
理
解

を
よ
り
一
層
深
め
、
児
童
虐
待
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　（
福
祉
保
健
課
）

■
11
月
は『
ね
ん
き
ん
月
間
』で
す

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
出
張
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。
口
座
振
替

の
利
用
や
免
除
申
請
な
ど
、
何
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
17
日
（木）
・
18
日
（金）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
イ
オ
ン
綾
川
シ
ョ
ッ
ピ

            

ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ

　
　
　
　（
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
特

　
　
　
　設
会
場
）

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
１

■
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

　
　  

下
限
面
積
変
更
に
つ
い
て

　農
業
委
員
会
は
、
毎
年
、
下
限

面
積
（
別
段
の
面
積
）
の
設
定
又

は
修
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　審
議
し
た
結
果
、
多
度
津
町
の

全
域
（
島
し
ょ
部
を
除
く
）
に
お

い
て
、
２
０
１
０
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
り
、
管
内
の
農
家
で
30
ア

ー
ル
未
満
の
農
家
が
全
農
家
数
の

４
割
を
超
え
た
た
め
、
平
成
23
年

９
月
１
日
よ
り
40
ア
ー
ル
か
ら
30

ア
ー
ル
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　な
お
、
島
し
ょ
部
（
佐
柳
及
び

高
見
の
区
域
）
に
つ
い
て
は
、
耕

作
放
棄
地
が
相
当
数
存
在
し
て
い

る
こ
と
等
の
た
め
、
現
状
と
同
様

10
ア
ー
ル
と
し
ま
す
。

▽
多
度
津
町
の
全
域

　

          

（
島
し
ょ
部
を
除
く
）

　
　30
ア
ー
ル

▽
佐
柳
及
び
高
見
の
区
域

　
　10
ア
ー
ル

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
農
業
委
員
会

　
   

（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

●
第
29
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　リ
サ
イ
ク
ル
品
（
自
転
車
等
）

の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
物
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
ガ
ラ
ス

の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

桐
箱
に
入
れ
、

ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、

お
渡
し
し
ま
す
。

※
11
月
は
20
日
（日）
・
27
日
（日）
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
１
‐
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４



9 8

Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　『
平
成
23
年
度
多
度
津
の
夏

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』入
賞
作
品

　（
氏
名
・
住
所
・
作
品
名
）

【
最
優
秀
賞
】

▽
木
村

　明
（
丸
亀
市
）

　「
ま
た
来
た
ね
。
ボ
ク
ら
の
海
」

【
優
秀
賞
】

▽
森
江

　正
（
善
通
寺
市
）

　「
夜
空
の
華
」

▽
松
井

　鶴
一
（
佐
柳
）

　「
黄
金
に
輝
く
佐
柳
島
」

▽
三
野

　興
久
（
本
通
）

　「
夏
の
一
太
郎
」

▽
高
嶋

　勇
武
（
葛
原
）

　「
万
華
鏡
」

【
佳

　作
】

▽
大
西

　弘
行
（
青
木
）

　「
多
度
津
花
火
大
会
」

▽
田
中

　祥
博
（
青
木
）

　「
風
」

▽
高
畠

　政
雄
（
葛
原
）

　「
オ
ニ
ハ
ス
」

▽
塩
田

　俊
子
（
本
通
）

　「
ま
つ
り
の
大
道
芸
」

▽
村
井

　文
男
（
栄
町
）

　「
た
の
し
く
踊
ろ
う
! !
」

■
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
を

　
予
防
し
ま
し
ょ
う

●
11
月
は
『
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ（
乳
幼
児
突

　然
死
症
候
群
）
予
防
月
間
』

　Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
）
と
は
、
睡
眠
中
に
赤
ち
ゃ

ん
が
前
ぶ
れ
も
な
く
突
然
死
亡
し

て
し
ま
う
病
気
で
す
。
生
後
４
か

月
〜
６
か
月
の
間
に
最
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
原
因
は
不
明
で

す
が
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ

と
で
病
気
の
発
生
が
減
少
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

◎
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る
（
窒
息

　の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

◎
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ
せ
な
い（
タ

　バ
コ
の
煙
は
、
妊
娠
し
て
い
る

　方
に
と
っ
て
流
産
や
早
産
を
引

　き
起
こ
す
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ

　り
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
乳

　幼
児
突
然
死
症
候
群
を
お
こ
す

　お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
妊
婦
さ

　ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
近
く
で
の
喫

　煙
は
控
え
ま
し
ょ
う
）

◎
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

　母
乳
育
児
が
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

　て
最
適
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

　ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ミ
ル
ク
が

　Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す
も
の

　で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ

　け
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
ミ

　ル
ク
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　赤
ち
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長

　の
た
め
に
、
ご
家
族
み
な
さ
ん

　で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
第
15
回『
い
い
お
産
の
日
』

〜
い
い
お
産
・
楽
し
い
子
育
て
〜

　
　
　あ
な
た
の
そ
ば
に

　
　
　
　
　
　助
産
師
が
い
ま
す

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　12
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
善
通
寺
市
子
ど
も
・

　
　
　
　
　家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
＝
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ー
ガ
／

　
　ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
沐
浴

　
　体
験
／
妊
婦
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
体

　
　験
／
育
児
相
談
／
歯
科
相
談

　
　／
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
／

　
　母
乳
育
児
相
談
…
な
ど

　※
参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　い
い
お
産
の
日
実
行
委
員
会

　
　
　し
の
は
ら
助
産
院

　
　
　
　
　
　☎
98
‐
４
５
６
０

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
の
ご
案
内

　安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
＝
11
月
24
日
（木）

　
　
　
　13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
＝
「
お
母
さ
ん
に
大
切
な

　
　
　
　食
事
の
話
・
お
産
の
話

　
　
　
　と
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ー
ガ
」

■
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

　
料
）控
除
証
明
書
に
つ
い
て

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　大
切
に
保
管
を
！
〜

　国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
・

住
民
税
の
申
告
で
、
全
額
（
そ
の

年
の
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納

付
し
た
保
険
料
）
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
』
が
必
要

で
す
。

●
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

　険
料
）
控
除
証
明
書
』
を
日
本

　年
金
機
構
か
ら
送
付
し
ま
す

　▽
今
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
　の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

　
　納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月

　
　上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　▽
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間

　
　に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

　
　保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

　
　は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付

　
　し
ま
す
。

※
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

　納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

　の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

　こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

　族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

　書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ

　さ
い
。

※
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

　険
料
）
控
除
証
明
書
』
に
つ
い

　て
の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の

　ハ
ガ
キ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番

　号
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

　☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

　
　
　
　
　（
日
本
年
金
機
構
）

■『
自
賠
責
保
険・自
賠
責
共
済
』

　自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
、
全
て
の

自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
、

車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
CC
以
下

の
バ
イ
ク
は
、
特
に
有
効
期
限
切

れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

▽
嶋
田

　一
夫
（
幸
町
）

　「
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
」

▽
小
片

　正
一
（
善
通
寺
市
）

　「
参
拝
客
」

▽
小
国

　晴
子
（
元
町
）

　「
お
面
の
屋
台
」

▽
西
澤

　利
昭
（
青
木
）

　「
港
の
華
」

▽
三
宮

　早
智
（
道
福
寺
）

　「
夏
休
み
」

　入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
多
度

津
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
多
度
津
の

秋
・
冬
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
募

集
案
内
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
観
光
協
会

　
　
　（
事
務
局

　産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■『
第
14
旅
団
創
隊
５
周
年
及
び

　
善
通
寺
駐
屯
地
開
設
61
周
年

　
記
念
行
事
』の
開
催
に
つ
い
て

　観
閲
式
、
音
楽
演
奏
、
装
備
品

展
示
、
災
害
派
遣
等
活
動
写
真
展

等
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　10
時
〜
14
時

▽
場
所
＝
陸
上
自
衛
隊

　
　
　
　
　善
通
寺
駐
屯
地

　（
善
通
寺
市
南
町
２
‐
１
‐
１
）

※
本
年
度
は
、
訓
練
展
示
（
オ
ー

　ト
バ
イ
ド
リ
ル
・
空
挺
降
下
・

　模
擬
戦
闘
訓
練
）
、
戦
車
の
体

　験
乗
車
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
当
日
は
車
両
の
混
雑
が
予
想
さ

　れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　を
ご
利
用
下
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
善
通

　寺
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運

　行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
台
風
等

　の
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　第
14
旅
団
広
報
班

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
２
３
１
１

■『
お
し
ど
り
会
』の
開
催

　〜
認
知
症
の
方
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　介
護
者
の
会
〜

　介
護
を
し
て
い
る
人
同
士
で
話

を
し
た
り
、
先
輩
介
護
者
に
日
頃

抱
え
て
い
る
悩
み
に
つ
い
て
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
参
加
を

皆
さ
ん
が
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
11
日
（金）

　
　
　
　10
時
〜
12
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

▽
内
容
＝
座
談
会
・
ミ
ニ
講
座

 

（
貴
重
な
経
験
談
が
聞
け
ま
す
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
３
８

■
11
月
は『
全
国
青
少
年

　
　
　
健
全
育
成
強
調
月
間
』

●
健
全
育
成
環
境
浄
化

　
　
　
　
　
　
　キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
日
時
＝

　
　11
月
5
日
（土）
／
10
時
〜
12
時

▽
実
施
場
所
＝

　・
多
小
体
育
館

　・
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
マ
ル
ナ
カ

　・
ビ
ッ
グ

　・
ダ
イ
ソ
ー

【
問
合
せ
】

　少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
０
７
６

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ta
d
o
tsu
.

k
a
g
a
w
a
.jp
/

≪介護体験教室≫開催のお知らせ　　　　　　多度津町地域包括支援センター　☎３３－１１３８
大切な家族や自分のために快適な排泄ケアの方法を学びませんか？
役立つオムツの知識や個人の状態にあったケアの方法など、オムツの達人があなたの悩みを改善します。
今後のために知っておきたいという方も是非どうぞ！

【日　時】１１月２２日（火）／１３時３０分～１５時３０分
【場　所】福祉センター２階　コミュニティ室
【講　師】浜田　きよ子　氏（むつき庵代表・排泄総合研究所代表）
【定　員】４０名
※参加を希望される方は、多度津町地域包括支援センターまで、お申込みください。

麻薬、覚せい剤、大麻、シンナー、違法ドラッグなどの乱用は、乱用者個人の健康上の問題だけにとどまらず、
各種の犯罪の誘因となるなど公共の福祉に計り知れない影響をもたらします。
本運動は、麻薬・覚せい剤などの薬物乱用による危害、その恐ろしさを広め、国民一人ひとりの認識を高める
ことにより、薬物乱用の根絶を目的として毎年実施しています。

薬物乱用は『ダメ。ゼッタイ。』
　～10月、11月は麻薬・覚せい剤乱用防止運動期間です～

あなたとあなたの大切な人と未来を守るため、麻薬・覚せい剤などの薬物の乱用を根絶しましょう。
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■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　『
平
成
23
年
度
多
度
津
の
夏

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』入
賞
作
品

　（
氏
名
・
住
所
・
作
品
名
）

【
最
優
秀
賞
】

▽
木
村

　明
（
丸
亀
市
）

　「
ま
た
来
た
ね
。
ボ
ク
ら
の
海
」

【
優
秀
賞
】

▽
森
江

　正
（
善
通
寺
市
）

　「
夜
空
の
華
」

▽
松
井

　鶴
一
（
佐
柳
）

　「
黄
金
に
輝
く
佐
柳
島
」

▽
三
野

　興
久
（
本
通
）

　「
夏
の
一
太
郎
」

▽
高
嶋

　勇
武
（
葛
原
）

　「
万
華
鏡
」

【
佳

　作
】

▽
大
西

　弘
行
（
青
木
）

　「
多
度
津
花
火
大
会
」

▽
田
中

　祥
博
（
青
木
）

　「
風
」

▽
高
畠

　政
雄
（
葛
原
）

　「
オ
ニ
ハ
ス
」

▽
塩
田

　俊
子
（
本
通
）

　「
ま
つ
り
の
大
道
芸
」

▽
村
井

　文
男
（
栄
町
）

　「
た
の
し
く
踊
ろ
う
! !
」

■
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
を

　
予
防
し
ま
し
ょ
う

●
11
月
は
『
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ（
乳
幼
児
突

　然
死
症
候
群
）
予
防
月
間
』

　Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
）
と
は
、
睡
眠
中
に
赤
ち
ゃ

ん
が
前
ぶ
れ
も
な
く
突
然
死
亡
し

て
し
ま
う
病
気
で
す
。
生
後
４
か

月
〜
６
か
月
の
間
に
最
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
原
因
は
不
明
で

す
が
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ

と
で
病
気
の
発
生
が
減
少
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

◎
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る
（
窒
息

　の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

◎
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ
せ
な
い（
タ

　バ
コ
の
煙
は
、
妊
娠
し
て
い
る

　方
に
と
っ
て
流
産
や
早
産
を
引

　き
起
こ
す
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ

　り
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
乳

　幼
児
突
然
死
症
候
群
を
お
こ
す

　お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
妊
婦
さ

　ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
近
く
で
の
喫

　煙
は
控
え
ま
し
ょ
う
）

◎
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

　母
乳
育
児
が
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

　て
最
適
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

　ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ミ
ル
ク
が

　Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す
も
の

　で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ

　け
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
ミ

　ル
ク
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　赤
ち
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長

　の
た
め
に
、
ご
家
族
み
な
さ
ん

　で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
第
15
回『
い
い
お
産
の
日
』

〜
い
い
お
産
・
楽
し
い
子
育
て
〜

　
　
　あ
な
た
の
そ
ば
に

　
　
　
　
　
　助
産
師
が
い
ま
す

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　12
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
善
通
寺
市
子
ど
も
・

　
　
　
　
　家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
＝
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ー
ガ
／

　
　ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
沐
浴

　
　体
験
／
妊
婦
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
体

　
　験
／
育
児
相
談
／
歯
科
相
談

　
　／
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
／

　
　母
乳
育
児
相
談
…
な
ど

　※
参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　い
い
お
産
の
日
実
行
委
員
会

　
　
　し
の
は
ら
助
産
院

　
　
　
　
　
　☎
98
‐
４
５
６
０

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
の
ご
案
内

　安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
＝
11
月
24
日
（木）

　
　
　
　13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
＝
「
お
母
さ
ん
に
大
切
な

　
　
　
　食
事
の
話
・
お
産
の
話

　
　
　
　と
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ー
ガ
」

■
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

　
料
）控
除
証
明
書
に
つ
い
て

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　大
切
に
保
管
を
！
〜

　国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
・

住
民
税
の
申
告
で
、
全
額
（
そ
の

年
の
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納

付
し
た
保
険
料
）
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
』
が
必
要

で
す
。

●
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

　険
料
）
控
除
証
明
書
』
を
日
本

　年
金
機
構
か
ら
送
付
し
ま
す

　▽
今
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
　の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

　
　納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月

　
　上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　▽
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間

　
　に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

　
　保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

　
　は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付

　
　し
ま
す
。

※
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

　納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

　の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

　こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

　族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

　書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ

　さ
い
。

※
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

　険
料
）
控
除
証
明
書
』
に
つ
い

　て
の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の

　ハ
ガ
キ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番

　号
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

　☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

　
　
　
　
　（
日
本
年
金
機
構
）

■『
自
賠
責
保
険・自
賠
責
共
済
』

　自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
、
全
て
の

自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
、

車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
CC
以
下

の
バ
イ
ク
は
、
特
に
有
効
期
限
切

れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

▽
嶋
田

　一
夫
（
幸
町
）

　「
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
」

▽
小
片

　正
一
（
善
通
寺
市
）

　「
参
拝
客
」

▽
小
国

　晴
子
（
元
町
）

　「
お
面
の
屋
台
」

▽
西
澤

　利
昭
（
青
木
）

　「
港
の
華
」

▽
三
宮

　早
智
（
道
福
寺
）

　「
夏
休
み
」

　入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
多
度

津
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
多
度
津
の

秋
・
冬
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
募

集
案
内
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
観
光
協
会

　
　
　（
事
務
局

　産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■『
第
14
旅
団
創
隊
５
周
年
及
び

　
善
通
寺
駐
屯
地
開
設
61
周
年

　
記
念
行
事
』の
開
催
に
つ
い
て

　観
閲
式
、
音
楽
演
奏
、
装
備
品

展
示
、
災
害
派
遣
等
活
動
写
真
展

等
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　10
時
〜
14
時

▽
場
所
＝
陸
上
自
衛
隊

　
　
　
　
　善
通
寺
駐
屯
地

　（
善
通
寺
市
南
町
２
‐
１
‐
１
）

※
本
年
度
は
、
訓
練
展
示
（
オ
ー

　ト
バ
イ
ド
リ
ル
・
空
挺
降
下
・

　模
擬
戦
闘
訓
練
）
、
戦
車
の
体

　験
乗
車
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
当
日
は
車
両
の
混
雑
が
予
想
さ

　れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　を
ご
利
用
下
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
善
通

　寺
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運

　行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
台
風
等

　の
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　第
14
旅
団
広
報
班

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
２
３
１
１

■『
お
し
ど
り
会
』の
開
催

　〜
認
知
症
の
方
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　介
護
者
の
会
〜

　介
護
を
し
て
い
る
人
同
士
で
話

を
し
た
り
、
先
輩
介
護
者
に
日
頃

抱
え
て
い
る
悩
み
に
つ
い
て
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
参
加
を

皆
さ
ん
が
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
11
日
（金）

　
　
　
　10
時
〜
12
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

▽
内
容
＝
座
談
会
・
ミ
ニ
講
座

 

（
貴
重
な
経
験
談
が
聞
け
ま
す
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
３
８

■
11
月
は『
全
国
青
少
年

　
　
　
健
全
育
成
強
調
月
間
』

●
健
全
育
成
環
境
浄
化

　
　
　
　
　
　
　キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
日
時
＝

　
　11
月
5
日
（土）
／
10
時
〜
12
時

▽
実
施
場
所
＝

　・
多
小
体
育
館

　・
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
マ
ル
ナ
カ

　・
ビ
ッ
グ

　・
ダ
イ
ソ
ー

【
問
合
せ
】

　少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
０
７
６

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ta
d
o
tsu
.

k
a
g
a
w
a
.jp
/

≪介護体験教室≫開催のお知らせ　　　　　　多度津町地域包括支援センター　☎３３－１１３８
大切な家族や自分のために快適な排泄ケアの方法を学びませんか？
役立つオムツの知識や個人の状態にあったケアの方法など、オムツの達人があなたの悩みを改善します。
今後のために知っておきたいという方も是非どうぞ！

【日　時】１１月２２日（火）／１３時３０分～１５時３０分
【場　所】福祉センター２階　コミュニティ室
【講　師】浜田　きよ子　氏（むつき庵代表・排泄総合研究所代表）
【定　員】４０名
※参加を希望される方は、多度津町地域包括支援センターまで、お申込みください。

麻薬、覚せい剤、大麻、シンナー、違法ドラッグなどの乱用は、乱用者個人の健康上の問題だけにとどまらず、
各種の犯罪の誘因となるなど公共の福祉に計り知れない影響をもたらします。
本運動は、麻薬・覚せい剤などの薬物乱用による危害、その恐ろしさを広め、国民一人ひとりの認識を高める
ことにより、薬物乱用の根絶を目的として毎年実施しています。

薬物乱用は『ダメ。ゼッタイ。』
　～10月、11月は麻薬・覚せい剤乱用防止運動期間です～

あなたとあなたの大切な人と未来を守るため、麻薬・覚せい剤などの薬物の乱用を根絶しましょう。
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■『
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会
』

　法
テ
ラ
ス
香
川
で
は
、
多
度
津

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、
民
事
法
律
扶
助
に
よ
る
弁
護

士
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
（
事
前
の
電
話
予
約
制
）

▽
日
時
＝
11
月
22
日
（火）

　
　
　
　13
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　
　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　（
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）

▽
申
込
期
間
＝
11
月
21
日
ま
で
の

　９
時
〜
17
時
（
土
日
祝
は
除
く
）

※

予
約
が
う
ま
り
次
第
締
め
切
り
。

　相
談
時
間
は
一
人
45
分
程
度
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
香
川

　地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
香
川
）

　☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
７
０

■『
所
得
税
の
予
定
納
税

　  （
第
２
期
分
）』の
納
付
期
間

　予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算

し
た
「
予
定
納
税
基
準
額
」
が
15

万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
、
原
則

そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を
、
７
月

（
第
１
期
分
）
と
11
月
（
第
２
期

分
）
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。

　第
２
期
分
の
納
付
を
、
お
忘
れ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
納
付
期
間
（
第
２
期
分
）

　
　11
月
１
日
（火）
〜
11
月
30
日
（水）

【
問
合
せ
】

　丸
亀
税
務
署

　
　
　
　
　
　☎
23
‐
２
２
４
３

■『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』ご
案
内

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
・
短
大
・
大
学
な
ど
、
各
種
学

校
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か

る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。
お
申
込
み
・
ご
相

談
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　日
本
政
策
金
融
公
庫
高
松
支
店

　☎
０
８
７
‐
８
５
１
‐
０
１
９
８

■『
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト

　  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』に
つ
い
て

　就
職
や
進
路
な
ど
に
悩
む
若
者

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。

▽
対
象
者
＝
15
〜
39
歳
の
本
人

　
　
　
　
　ま
た
は
保
護
者
等

▽
支
援
メ
ニ
ュ
ー
＝
カ
ウ
ン
セ
リ

　ン
グ
・
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
職
場

　見
学
・
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
所
在
地
＝
丸
亀
市
浜
町
10
‐
１

▽
連
絡
先
＝
☎
5
8
‐
１
０
８
０

     

（
月
〜
土
曜
／
10
時
〜
18
時
）

※
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
サ
ポ

　ス
テ
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

（
厚
生
労
働
省
・
県
労
働
政
策
課
）

■
冬
季
に
お
け
る
省
エ
ネ・節
電

　一
年
の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

た
く
さ
ん
使
う
６
〜
９
月
・
11
〜

３
月
は
、
一
層
の
省
エ
ネ
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
今
年
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

電
力
需
要
の
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切

さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
日
頃
よ

り
「
省
エ
ネ
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　（
四
国
経
済
産
業
局
）

■『
自
動
車
不
具
合
情
報

　  
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』に
つ
い
て

　車
の
異
常
を
点
検
・
修
理
し
た

結
果
は
「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
そ
の
情
報
は
、
リ
コ
ー
ル
隠

し
を
防
ぐ
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
＝

　☎
０
１
２
０
‐
７
４
４
‐
９
６
０

 

（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

《
募

　
　集
》

■
平
成
24
年
度『
入
園
幼
児
』・

   

『
預
か
り
保
育
』募
集

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
24
年
度
入
園
の
幼
児
と
、
保

育
時
間
終
了
後
の
預
か
り
保
育
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
『
入
園
幼
児
』
の
募
集

▽
資
格
＝

　３
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

　
　成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
21

　
　年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼

　
　児

　２
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

　
　成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
20

　
　年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼

　
　児

　１
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

　
　成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19

　
　年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼

　
　児

▽
受
付
期
間
＝
11
月
15
日
（火）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　11
月
30
日
（水）

▽
申
込
方
法
＝

　印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
幼

　稚
園
に
あ
る
『
入
園
願
書
』
に

　記
入
し
、
各
幼
稚
園
に
提
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

　※
現
在
在
園
し
て
い
る
場
合
は
、

　
　入
園
願
書
の
提
出
は
不
要

★
体
験
入
園
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　幼
稚
園
を
開
放
し
ま
す
の
で
、

親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
11
月
14
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　11
月
18
日
（金）

●
『
預
か
り
保
育
』
の
募
集

▽
資
格
＝

　各
幼
稚
園
に
在
園
し
平
成
24
年

　度
に
年
中
・
年
長
に
な
る
幼
児

　で
、
幼
稚
園
の
保
育
終
了
後
、

　家
庭
で
保
護
で
き
な
い
理
由

　（
両
親
が
家
事
以
外
の
就
労
・

　就
学
に
従
事
す
る
場
合
、
定
期

　的
な
通
院
・
看
護
・
介
護
を
行

　っ
て
い
る
場
合
）
が
あ
る
幼
児

▽
受
付
期
間
＝
11
月
15
日
（火）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　11
月
30
日
（水）

　※
利
用
決
定
は
12
月
中
に
周
知

▽
申
込
方
法
＝

　各
幼
稚
園
に
あ
る
『
預
か
り
保

　育
申
込
書
』
に
必
要
書
類
を
添

　え
て
、
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て

　く
だ
さ
い
。

▽
定
員
＝
各
幼
稚
園
と
も
20
名

▽
時
間
＝
通
常
保
育
終
了
後
の

　
　14
時
〜
17
時
（
月
〜
金
曜
日
）

　※
夏
季
・
冬
季
休
業
中
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　９
時
〜
17
時

　※
時
間
延
長
は
で
き
ま
せ
ん

　※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
み

▽
費
用
＝
８
，
５
０
０
円
／
月

　（
教
材
費
・
お
や
つ
代
・
冷
暖

　
　房
費
は
別
途
負
担
）

【
問
合
せ
】

　入
園
幼
児
・
預
か
り
保
育
の
い

　ず
れ
も
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
多

　度
津
町
教
育
委
員
会

　
　多
度
津
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
２
３
６
７

　
　豊
原
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
５
０
６
１

　
　四
箇
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
５
０
６
２

　
　白
方
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
４
７
４
５

　
　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

■
平
成
23
年
度
陸
上
自
衛
隊

　
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験

　将
来
、
国
際
社
会
に
お
い
て
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
等
を
対
象
に
採
用

す
る
制
度
で
す
。

　入
校
と
同
時
に
通
信
制
高
校
に

入
学
し
、
高
等
学
校
の
普
通
科
と

同
等
の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て
技

術
陸
曹
と
し
て
必
要
な
防
衛
学
、

各
種
技
術
の
専
門
教
育
や
訓
練
を

受
け
な
が
ら
、
課
程
修
了
時
に
は

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。
身
分
は
自
衛
官
で
な
い

「
生
徒
」
で
、
手
当
て
の
支
給
を

受
け
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
制
度
で
す
。

▽
応
募
資
格
＝
中
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　17
歳
未
満
の
男
子

▽
受
付
期
間
＝

　
　平
成
23
年
11
月
１
日
（火）
〜

　
　
　
　平
成
24
年
１
月
６
日
（金）

▽
一
次
試
験
＝

　
　平
成
24
年
１
月
14
日
（土）

【
問
合
せ
】

　自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
63
‐
２
３
６
３

11
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

11
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

12
／
１

12
／
５

12
／
５

12
／
１

12
／
２ （水）（水）

3022 1518

（火）

１
（火）

８
（金）
25

（金）
25

（木）
24 21

231117
（金）

（木）

（金）（火） （木）

17
（火）

29
（火）

（木） （金） （金）

10４11
（木）

10
（木）

16
（水）（水）
９ ２

高
見

　14

　・
28

　

佐
柳

　７

　・
14

　・
21

　・
28

　・

　
　

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

24
（月）
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■『
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会
』

　法
テ
ラ
ス
香
川
で
は
、
多
度
津

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、
民
事
法
律
扶
助
に
よ
る
弁
護

士
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
（
事
前
の
電
話
予
約
制
）

▽
日
時
＝
11
月
22
日
（火）

　
　
　
　13
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　
　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　（
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）

▽
申
込
期
間
＝
11
月
21
日
ま
で
の

　９
時
〜
17
時
（
土
日
祝
は
除
く
）

※

予
約
が
う
ま
り
次
第
締
め
切
り
。

　相
談
時
間
は
一
人
45
分
程
度
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
香
川

　地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
香
川
）

　☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
７
０

■『
所
得
税
の
予
定
納
税

　  （
第
２
期
分
）』の
納
付
期
間

　予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算

し
た
「
予
定
納
税
基
準
額
」
が
15

万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
、
原
則

そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を
、
７
月

（
第
１
期
分
）
と
11
月
（
第
２
期

分
）
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。

　第
２
期
分
の
納
付
を
、
お
忘
れ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
納
付
期
間
（
第
２
期
分
）

　
　11
月
１
日
（火）
〜
11
月
30
日
（水）

【
問
合
せ
】

　丸
亀
税
務
署

　
　
　
　
　
　☎
23
‐
２
２
４
３

■『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』ご
案
内

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
・
短
大
・
大
学
な
ど
、
各
種
学

校
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か

る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。
お
申
込
み
・
ご
相

談
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　日
本
政
策
金
融
公
庫
高
松
支
店

　☎
０
８
７
‐
８
５
１
‐
０
１
９
８

■『
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト

　  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』に
つ
い
て

　就
職
や
進
路
な
ど
に
悩
む
若
者

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。

▽
対
象
者
＝
15
〜
39
歳
の
本
人

　
　
　
　
　ま
た
は
保
護
者
等

▽
支
援
メ
ニ
ュ
ー
＝
カ
ウ
ン
セ
リ

　ン
グ
・
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
職
場

　見
学
・
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
所
在
地
＝
丸
亀
市
浜
町
10
‐
１

▽
連
絡
先
＝
☎
5
8
‐
１
０
８
０

     

（
月
〜
土
曜
／
10
時
〜
18
時
）

※
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
サ
ポ

　ス
テ
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

（
厚
生
労
働
省
・
県
労
働
政
策
課
）

■
冬
季
に
お
け
る
省
エ
ネ・節
電

　一
年
の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

た
く
さ
ん
使
う
６
〜
９
月
・
11
〜

３
月
は
、
一
層
の
省
エ
ネ
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
今
年
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

電
力
需
要
の
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切

さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
日
頃
よ

り
「
省
エ
ネ
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　（
四
国
経
済
産
業
局
）

■『
自
動
車
不
具
合
情
報

　  

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』に
つ
い
て

　車
の
異
常
を
点
検
・
修
理
し
た

結
果
は
「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
そ
の
情
報
は
、
リ
コ
ー
ル
隠

し
を
防
ぐ
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
＝

　☎
０
１
２
０
‐
７
４
４
‐
９
６
０

 

（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

《
募

　
　集
》

■
平
成
24
年
度『
入
園
幼
児
』・

   
『
預
か
り
保
育
』募
集

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
24
年
度
入
園
の
幼
児
と
、
保

育
時
間
終
了
後
の
預
か
り
保
育
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
『
入
園
幼
児
』
の
募
集

▽
資
格
＝

　３
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

　
　成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
21

　
　年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼

　
　児

　２
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

　
　成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
20

　
　年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼

　
　児

　１
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

　
　成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19

　
　年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼

　
　児

▽
受
付
期
間
＝
11
月
15
日
（火）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　11
月
30
日
（水）

▽
申
込
方
法
＝

　印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
幼

　稚
園
に
あ
る
『
入
園
願
書
』
に

　記
入
し
、
各
幼
稚
園
に
提
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

　※
現
在
在
園
し
て
い
る
場
合
は
、

　
　入
園
願
書
の
提
出
は
不
要

★
体
験
入
園
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　幼
稚
園
を
開
放
し
ま
す
の
で
、

親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
11
月
14
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　11
月
18
日
（金）

●
『
預
か
り
保
育
』
の
募
集

▽
資
格
＝

　各
幼
稚
園
に
在
園
し
平
成
24
年

　度
に
年
中
・
年
長
に
な
る
幼
児

　で
、
幼
稚
園
の
保
育
終
了
後
、

　家
庭
で
保
護
で
き
な
い
理
由

　（
両
親
が
家
事
以
外
の
就
労
・

　就
学
に
従
事
す
る
場
合
、
定
期

　的
な
通
院
・
看
護
・
介
護
を
行

　っ
て
い
る
場
合
）
が
あ
る
幼
児

▽
受
付
期
間
＝
11
月
15
日
（火）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　11
月
30
日
（水）

　※
利
用
決
定
は
12
月
中
に
周
知

▽
申
込
方
法
＝

　各
幼
稚
園
に
あ
る
『
預
か
り
保

　育
申
込
書
』
に
必
要
書
類
を
添

　え
て
、
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て

　く
だ
さ
い
。

▽
定
員
＝
各
幼
稚
園
と
も
20
名

▽
時
間
＝
通
常
保
育
終
了
後
の

　
　14
時
〜
17
時
（
月
〜
金
曜
日
）

　※
夏
季
・
冬
季
休
業
中
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　９
時
〜
17
時

　※
時
間
延
長
は
で
き
ま
せ
ん

　※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
み

▽
費
用
＝
８
，
５
０
０
円
／
月

　（
教
材
費
・
お
や
つ
代
・
冷
暖

　
　房
費
は
別
途
負
担
）

【
問
合
せ
】

　入
園
幼
児
・
預
か
り
保
育
の
い

　ず
れ
も
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
多

　度
津
町
教
育
委
員
会

　
　多
度
津
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
２
３
６
７

　
　豊
原
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
５
０
６
１

　
　四
箇
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
５
０
６
２

　
　白
方
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
４
７
４
５

　
　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

■
平
成
23
年
度
陸
上
自
衛
隊

　
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験

　将
来
、
国
際
社
会
に
お
い
て
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
等
を
対
象
に
採
用

す
る
制
度
で
す
。

　入
校
と
同
時
に
通
信
制
高
校
に

入
学
し
、
高
等
学
校
の
普
通
科
と

同
等
の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て
技

術
陸
曹
と
し
て
必
要
な
防
衛
学
、

各
種
技
術
の
専
門
教
育
や
訓
練
を

受
け
な
が
ら
、
課
程
修
了
時
に
は

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。
身
分
は
自
衛
官
で
な
い

「
生
徒
」
で
、
手
当
て
の
支
給
を

受
け
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
制
度
で
す
。

▽
応
募
資
格
＝
中
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　17
歳
未
満
の
男
子

▽
受
付
期
間
＝

　
　平
成
23
年
11
月
１
日
（火）
〜

　
　
　
　平
成
24
年
１
月
６
日
（金）

▽
一
次
試
験
＝

　
　平
成
24
年
１
月
14
日
（土）

【
問
合
せ
】

　自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
63
‐
２
３
６
３

11
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

11
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
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● 三井保育所で運動会

　９月１７日、第３９回三井保育所運動会を町民体育館
で行いました。５歳児（ふじ組）・４歳児（ゆり組）の
鼓隊「会いたかった・ありがとう」で始まり、遊戯・か
けっこ・玉入れなど元気いっぱい体を動かしました。
　運動会のテーマ「心つながる・笑顔広がる・みんなに
ありがとう」のように、子どもたちの心が一つになり、
お家の人たちと楽しい一日を過ごしました。

● 『ＪＩＣＡ集団研修』下水道再生水の高度処理施設などを見学
　開発途上国の技術協力の一環として実施されている「ＪＩＣＡ
（独立行政法人国際協力機構）集団研修」で、海外６か国より、
下水道関係の技術者１１名が、９月２８日に研修に来られました。
　町役場会議室にて、多度津町における再生水事業の必要性や取
組みについての説明を受けた後、町内の高度処理施設や農業用水
のため池などを見学されました。
　研修生の方は「研修を通して学んだことを、私たちの国で活か
し、さらなる上下水道の普及に努めたい」と語られました。

　地震発生時における避難方法・態度を身につけ
てもらおうと、町内の小学校・幼稚園で避難訓練
が行われました。
　多度津小学校と多度津幼稚園では合同で避難訓
練を行い、小学校児童は幼稚園児の手をとり、敏
速に避難場所まで誘導しました。
　また四箇幼稚園では、園児に予定を伝えずに訓
練を行いましたが、園児たちは事前に聞いていた
避難方法のとおり、速やかに中庭に集合しました。

　９月１日と２日に、丸尾幸雄町長と庄野克宏議長が、町内の８８歳、９０歳をむかえる方と、９９歳以上に
なる方を訪問しました。（対象者：８８歳の方が１２３名、９０歳の方が８９名、９９歳以上の方が４０名）
　訪問を受けた皆さんは、町長や議長から記念品を渡され「いつまでもお元気で。」と声をかけられると、嬉
しそうに笑いながら「ありがとうございます。」と、握手や会話を交わされていました。

　町民健康センター２階の老人健康施設では、９月１４日～１７日を『敬老週間』として、町内の６０歳以上の方を対象に、
入浴やマッサージ器・健康器具などの利用が無料になりました。
　この期間中は、地域の皆さんによる芸能発表や、幼稚園児の皆さんによる歌や踊りが披露され、施設利用者の方々を大い
に楽しませてくれました。

　丸亀警察署とＪＲ四国の主催による「踏切事故防止安
全講習会」が、９月８日、ＪＲ予讃線の山階踏切周辺で
開催されました。講習会に参加された方々は、踏切事故
防止のポイントや非常
ボタンの説明を受けた
後、遮断ポールが降り
た踏切内からの車での
脱出や、発炎筒の使い
方などを実際に体験さ
れました。

● 踏切事故防止安全講習会

● 小学校・幼稚園で避難訓練

● 『敬老の日』記念行事
　町内の小学校・幼稚園で秋の運動会が開催されました。子どもたちは
リレーやダンスなど、元気いっぱいに頑張っていました。保護者の方々
も地区対抗競技などに参加され、さわやかな「スポーツの秋」の一日を
一緒に楽しんでいました。

● スポーツの秋『秋季大運動会』
～敬老訪問～

～老人健康施設無料開館～

　白方保育所の園児５４人が、「子どもたちにもっと海に親しんで
もらいたい」と、白方漁協（田中純雄組合長）の方々からの招待に
より、養殖場でアサリ堀りを体験しました。
　園児の皆さんは、
スコップで一生懸
命に砂をかいて、
「大きい貝が採れ
た」「見て、見て！
タコをつかまえた
よ！」と嬉しそう
に友だち同士で見
せあっていました。

● 白方保育所の園児がアサリ堀り体験

　今年も高見・佐柳地区社協主催による運動会が、高見島で行われ
ました。各企業・団体、四箇小学校児童・玉川大学生など多くの方
々が参加され、競技や踊りをはじめ、準備や運営など、みんなで協
力しながら「心」を一つにして開催された和やかな運動会でした。

● 高見・佐柳社協の運動会
～今年のテーマは「心」～
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで 11月の予定11月の予定

２歳６か月児健康相談（平成21年４～５月生まれ）、３歳児健診（平      

成20年４月生まれ）、乳児健診（平成23年６～７月生まれ）、乳幼児      

健康相談・ブックスタート（平成23年1月生まれの乳児と幼児）

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／支援セ＝善通寺市

子ども家庭支援センター／福セ＝福祉センター／海岸寺＝海岸寺      

奥の院／豊婦＝豊原農村婦人の家、豊小体＝豊原小学校体育館／

四小体＝四箇小学校体育館／香色山＝善通寺市香色山／四公＝四

箇地区公民館／豊小＝豊原小学校           

※『林求馬邸』開館日は、11月６日（日）、12月４日（日）です。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定
日曜日

8:50-12:30

9:30-12:00

10:00-11:30

13:30-15:00

12:00-16:00

9:00-10:00

9:30-12:00

10:00-14:00

13:30-14:30

13:30-15:00

9:00-12:00

9:30-12:30

13:30-14:30

10:00-11:30

9:00-11:00

9:30-12:00

13:30-15:00

9:00-15:00

9:00-15:00

9:30-13:00

9:30-13:00

10:00-11:30

9:30-10:30

13:30-15:30

10:00-11:30

13:30-15:00

8:45-11:00

12:45-15:00

8:45-11:00

12:45-15:00

8:45-10:30

10:30-13:00

9:00-16:00

10:30-13:00

２日(水)

４日(金)

６日(日)

８日(火)

９日(水)

10日(木)

11日(金)

13日(日)

14日(月)

15日(火)

16日(水)

17日(木)

18日(金)

20日(日)

22日(火)

24日(木)

25日(金)

27日(日)

29日(火)

30日(水)

町内

健セ

白公

白公

支援セ

健セ

福セ

海岸寺

健セ

豊婦

白公

健セ

健セ

健セ

健セ

豊婦

福セ

豊小体

四小体

香色山

四公

豊婦

健セ

健セ

四公

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

豊小

健セ

豊小

行　　事 時　間 場所

納期限

11月30日（水） 国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

４期
５期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   11月13日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

３日、５日、６日、12日、13日、19日、20日、
23日、26日、27日、12月３日、４日

３日、７日、14日、21日、23日、28日、30日、
12月５日

１日、８日、15日、22日、29日、
12月6日

１日、８日、15日、22日、29日、
12月6日

７日、14日、21日、28日、
12月5日

７日、14日、21日、28日、
12月５日 

加 藤 病 院

嶋田耳鼻咽喉科

氏 家 内 科

中 野 小 児 科

河 内 病 院

ウツミ整形外科

くるみクリニック

（寿　町）

（幸　町）

（京　町）

（道福寺）

（ 青 木 ）

（道福寺）

（北鴨２）

11月３日

11月６日

11月13日

11月20日

11月23日

11月27日

12月４日

☎33-2821

☎32-8711

☎32-2635

☎32-4532

☎33-3113

☎33-1510

☎58-5050

２歳６か月児健康相談（平成21年４～５月生まれ）、３歳児健診（平      

成20年４月生まれ）、乳児健診（平成23年６～７月生まれ）、乳幼児      

子ども家庭支援センター／福セ＝福祉センター／海岸寺＝海岸寺      

         

 健康づくりセミナー　　～健康生活を支援する教室～
●第４回目　健康ウォーキング　『町歩きで脂肪燃焼』

　【日　時】１１月　２日（水）／８時50分～12時30分頃

●第５回目　調理実習　『強い骨と筋肉をつくる食事』

　【日　時】１１月１４日（月）／９時30分～12時30分頃

※参加希望者は、事前に保健センターへお申し込みください。

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談
こころの
　相談日

11月17日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

11月15日(火)
10:00-15:00
11月15日(火)
10:00-15:00

11月24日(木)
13:30-16:30
11月17日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 11月18日(金)
13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 無料相談

　インフルエンザは１～２月頃に流行のピークがあり、

ワクチン接種による効果が現れるまでに２週間程度かか

ります。早めに予防接種をうけましょう！また、手洗い、

うがい、マスクの着用など、予防対策を心がけましょう。

　今年度、最後の機会ですので、ぜひ受診しましょう。

受診希望の方は１１月１６日（水）までに保健センター

へお申し込みください。申し込みをされた方には、後日、

ご案内と問診票を一緒にお送りします。

【実 施 日】１１月２７日（日）

【場　　所】保健センター

●子宮頸部がん検診
【対 象 者】２０歳以上の女性町民

●乳がん検診
【対 象 者】４０歳以上の女性町民で、２２年度未受診者

子宮頸部がん検診、乳がん検診について■

高齢者インフルエンザ予防接種について■

※いずれの検診も生活保護法による被保護世帯、町民税

　非課税世帯の方は、自己負担金免除になります。

　受診前に保健センターで申請手続きを行ってください。

自己負担金

８:45～
　10:30
８:45～
　11:00
12:45～
　15:00

900円

1,300円

300円

400円

検診項目 検診受付
時間 ～74歳 75歳～

子宮頚部がん検診

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、通常１１月くらい

から発生件数が増え始め、１２～１月が流行のピークにな

ると言われています。発生や感染拡大防止に注意しましょう。

【ノロウイルスとは？】

●感染性胃腸炎の主な原因の一つであり、嘔吐、下痢、腹

　痛、発熱など、症状は比較的軽く１～２日で治りますが、

　感染力が強く（少量で感染、発症）、人から人への感染

　も多く見られます。

【感染しないために注意することは？】

●食品などの取り扱い

・食品は十分加熱（８５℃で１分以上）して調理する。

・調理器具やふきんなどは熱湯・漂白剤で殺菌消毒する。

●十分な手洗い

・手指についたノロウイルスにより感染することがあるた

　め、調理や食事の前はもちろん、こまめに手を洗う。

・タオルは自分専用のものを使う。

●トイレのあと

・他の所に触れないで、すぐに石けんで十分に手を洗う。

●嘔吐物の処理

・できるだけ速やかに処理する。（直接手で触れず、手袋

　を用いて取り除き、ビニール袋に入れてしばって捨てる。）

・嘔吐物などで汚れた床は、塩素系漂白剤で消毒する。

●入浴

・下痢をしている時はシャワーのみにするか、最後に入る。

※嘔吐や下痢など感染性胃腸炎が疑われる症状がある場合

　は、早めに医療機関を受診しましょう。また脱水症状に

　ならないように、水分補給に努めましょう。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎に注意!!■

国保加入者で特定健診の結果、保健指導の対象となった方には「特定保健指導利用券」と案内通知を送付します。

特定保健指導は、対象者のメタボが解消できるように、生活改善方法をスタッフや参加者のみなさんで一緒に考えます。

特定保健指導を修了された方の中には、運動習慣や食事を見直し、成果が出た方がたくさんいます。修了されたみなさん

の声を紹介します。運動や食習慣の見直しも、まずは知ること、楽しむことから始めましょう！

特定保健指導を活用して『脱・メタボ』！　～あなたの健康生活、応援します～

★平成２２年度特定保健指導修了！★
「７割以上の方が減量に成功！（体重平均１．４ｋｇ減・お腹周り平均１．２ｃｍ減）」

国保加入者で特定健診の結

果、歯科保健指導の対象と

なった方には案内通知を保

健センターより送付します。

皆さんで楽しみながら健口

生活を目指しましょう！

★健口生活でハッピーに！　～歯ッピー教室始めます～★

みんなと一緒だから
楽しく続けられた。
知らないことを１つ
ずつ聞くことができ
てよかった。

教室に参加すると意識が
高くなり、生活の中でも
気をつけるようになった。
昔の服が着られるように
なって嬉しい！

食事はよくか
む、休肝日を
つくることに
したら、体重
が減った！

口の中のことはなかなか
相談できなかったが、気
になっていたことが解決
できた。

歯みがきの方法や、歯周
病と生活習慣病の関係な
ど、初めて知ることもた
くさんあって、参加して
よかったです！

乳がん検診
　マンモグラフィ検査 
　（※要予約）

　視触診検診



健康づくりセミナー「ウォーキング」   

のびのび広場   

健康づくり　たんぽぽ教室   

生活習慣病予防相談   

「いいお産の日」イベント   

２歳６か月児健康相談   

多度津地区母子愛育班   

　「寄せ植え教室」   

四箇地区福祉保健推進員会   

　研修会「ウォーキング」   

３歳児健診   

生活習慣病予防相談   

健康相談（白方地区文化祭）   

健康づくりセミナー「調理実習」   

乳児健診   

親子ふれあい広場   

　「簡単クッキング」   

ことばの相談（要予約）   

豊原地区母子愛育班   

　「フラワーアレンジメント」   

生活習慣病予防相談   

健康相談（豊原地区文化祭）   

健康相談（四箇地区文化祭）   

多度津地区福祉保健推進員会   

　研修会「ウォーキング」   

四箇地区母子愛育班「料理教室」   

健康づくり　すまいる教室   

乳幼児健康相談・ブックスタート   

マタニティ教室   

　「栄養の話・マタニティヨーガ」   

健康づくり　四つ葉教室   

生活習慣病予防相談   

乳がん検診（マンモグラフィ検査）   

　　　　　〃   

乳がん検診（視触診検診）   

　　　　　〃   

子宮頸部がん検診   

食改　讃岐米地域普及推進事業   

こども相談（要予約）   

食改　野菜大好き讃岐っ子事業   
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで 11月の予定11月の予定

２歳６か月児健康相談（平成21年４～５月生まれ）、３歳児健診（平      

成20年４月生まれ）、乳児健診（平成23年６～７月生まれ）、乳幼児      

健康相談・ブックスタート（平成23年1月生まれの乳児と幼児）

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／支援セ＝善通寺市

子ども家庭支援センター／福セ＝福祉センター／海岸寺＝海岸寺      

奥の院／豊婦＝豊原農村婦人の家、豊小体＝豊原小学校体育館／

四小体＝四箇小学校体育館／香色山＝善通寺市香色山／四公＝四

箇地区公民館／豊小＝豊原小学校           

※『林求馬邸』開館日は、11月６日（日）、12月４日（日）です。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定
日曜日

8:50-12:30

9:30-12:00

10:00-11:30

13:30-15:00

12:00-16:00

9:00-10:00

9:30-12:00

10:00-14:00

13:30-14:30

13:30-15:00

9:00-12:00

9:30-12:30

13:30-14:30

10:00-11:30

9:00-11:00

9:30-12:00

13:30-15:00

9:00-15:00

9:00-15:00

9:30-13:00

9:30-13:00

10:00-11:30

9:30-10:30

13:30-15:30

10:00-11:30

13:30-15:00

8:45-11:00

12:45-15:00

8:45-11:00

12:45-15:00

8:45-10:30

10:30-13:00

9:00-16:00

10:30-13:00

２日(水)

４日(金)

６日(日)

８日(火)

９日(水)

10日(木)

11日(金)

13日(日)

14日(月)

15日(火)

16日(水)

17日(木)

18日(金)

20日(日)

22日(火)

24日(木)

25日(金)

27日(日)

29日(火)

30日(水)

町内

健セ

白公

白公

支援セ

健セ

福セ

海岸寺

健セ

豊婦

白公

健セ

健セ

健セ

健セ

豊婦

福セ

豊小体

四小体

香色山

四公

豊婦

健セ

健セ

四公

四公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

豊小

健セ

豊小

行　　事 時　間 場所

納期限

11月30日（水） 国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

４期
５期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   11月13日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

３日、５日、６日、12日、13日、19日、20日、
23日、26日、27日、12月３日、４日

３日、７日、14日、21日、23日、28日、30日、
12月５日

１日、８日、15日、22日、29日、
12月6日

１日、８日、15日、22日、29日、
12月6日

７日、14日、21日、28日、
12月5日

７日、14日、21日、28日、
12月５日 

加 藤 病 院

嶋田耳鼻咽喉科

氏 家 内 科

中 野 小 児 科

河 内 病 院

ウツミ整形外科

くるみクリニック

（寿　町）

（幸　町）

（京　町）

（道福寺）

（ 青 木 ）

（道福寺）

（北鴨２）

11月３日

11月６日

11月13日

11月20日

11月23日

11月27日

12月４日

☎33-2821

☎32-8711

☎32-2635

☎32-4532

☎33-3113

☎33-1510

☎58-5050

 健康づくりセミナー　　～健康生活を支援する教室～
●第４回目　健康ウォーキング　『町歩きで脂肪燃焼』

　【日　時】１１月　２日（水）／８時50分～12時30分頃

●第５回目　調理実習　『強い骨と筋肉をつくる食事』

　【日　時】１１月１４日（月）／９時30分～12時30分頃

※参加希望者は、事前に保健センターへお申し込みください。

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談
こころの
　相談日

11月17日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

11月15日(火)
10:00-15:00
11月15日(火)
10:00-15:00

11月24日(木)
13:30-16:30
11月17日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 11月18日(金)
13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 無料相談

　インフルエンザは１～２月頃に流行のピークがあり、

ワクチン接種による効果が現れるまでに２週間程度かか

ります。早めに予防接種をうけましょう！また、手洗い、

うがい、マスクの着用など、予防対策を心がけましょう。

　今年度、最後の機会ですので、ぜひ受診しましょう。

受診希望の方は１１月１６日（水）までに保健センター

へお申し込みください。申し込みをされた方には、後日、

ご案内と問診票を一緒にお送りします。

【実 施 日】１１月２７日（日）

【場　　所】保健センター

●子宮頸部がん検診
【対 象 者】２０歳以上の女性町民

●乳がん検診
【対 象 者】４０歳以上の女性町民で、２２年度未受診者

子宮頸部がん検診、乳がん検診について■

高齢者インフルエンザ予防接種について■

※いずれの検診も生活保護法による被保護世帯、町民税

　非課税世帯の方は、自己負担金免除になります。

　受診前に保健センターで申請手続きを行ってください。

自己負担金

８:45～
　10:30
８:45～
　11:00
12:45～
　15:00

900円

1,300円

300円

400円

検診項目 検診受付
時間 ～74歳 75歳～

子宮頚部がん検診

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、通常１１月くらい

から発生件数が増え始め、１２～１月が流行のピークにな

ると言われています。発生や感染拡大防止に注意しましょう。

【ノロウイルスとは？】

●感染性胃腸炎の主な原因の一つであり、嘔吐、下痢、腹

　痛、発熱など、症状は比較的軽く１～２日で治りますが、

　感染力が強く（少量で感染、発症）、人から人への感染

　も多く見られます。

【感染しないために注意することは？】

●食品などの取り扱い

・食品は十分加熱（８５℃で１分以上）して調理する。

・調理器具やふきんなどは熱湯・漂白剤で殺菌消毒する。

●十分な手洗い

・手指についたノロウイルスにより感染することがあるた

　め、調理や食事の前はもちろん、こまめに手を洗う。

・タオルは自分専用のものを使う。

●トイレのあと

・他の所に触れないで、すぐに石けんで十分に手を洗う。

●嘔吐物の処理

・できるだけ速やかに処理する。（直接手で触れず、手袋

　を用いて取り除き、ビニール袋に入れてしばって捨てる。）

・嘔吐物などで汚れた床は、塩素系漂白剤で消毒する。

●入浴

・下痢をしている時はシャワーのみにするか、最後に入る。

※嘔吐や下痢など感染性胃腸炎が疑われる症状がある場合

　は、早めに医療機関を受診しましょう。また脱水症状に

　ならないように、水分補給に努めましょう。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎に注意!!■

国保加入者で特定健診の結果、保健指導の対象となった方には「特定保健指導利用券」と案内通知を送付します。

特定保健指導は、対象者のメタボが解消できるように、生活改善方法をスタッフや参加者のみなさんで一緒に考えます。

特定保健指導を修了された方の中には、運動習慣や食事を見直し、成果が出た方がたくさんいます。修了されたみなさん

の声を紹介します。運動や食習慣の見直しも、まずは知ること、楽しむことから始めましょう！

特定保健指導を活用して『脱・メタボ』！　～あなたの健康生活、応援します～

★平成２２年度特定保健指導修了！★
「７割以上の方が減量に成功！（体重平均１．４ｋｇ減・お腹周り平均１．２ｃｍ減）」

国保加入者で特定健診の結

果、歯科保健指導の対象と

なった方には案内通知を保

健センターより送付します。

皆さんで楽しみながら健口

生活を目指しましょう！

★健口生活でハッピーに！　～歯ッピー教室始めます～★

みんなと一緒だから
楽しく続けられた。
知らないことを１つ
ずつ聞くことができ
てよかった。

教室に参加すると意識が
高くなり、生活の中でも
気をつけるようになった。
昔の服が着られるように
なって嬉しい！

食事はよくか
む、休肝日を
つくることに
したら、体重
が減った！

口の中のことはなかなか
相談できなかったが、気
になっていたことが解決
できた。

歯みがきの方法や、歯周
病と生活習慣病の関係な
ど、初めて知ることもた
くさんあって、参加して
よかったです！

乳がん検診
　マンモグラフィ検査 
　（※要予約）

　視触診検診



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●『東日本大震災』義援金の状況
　　（平成２３年１０月２０日現在）
　◎多度津町社会福祉協議会
                        １，４５１，２３６円　　　　   
　◎多度津町役場
　　　　        １１，７４８，６５０円

発行・編集／多度津町町長公室  〒764-8501 香川県仲多度郡多度津町栄町１丁目1-91    0877-33-1115   印刷・製本／株式会社 弘栄社

●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、

　広報に掲載する広告を募集しています。

　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。

■『本　もったいない市』のご案内
  【日　時】１１月６日（日）／１３時～
  【場　所】多度津小学校体育館・北側　廊下
    ≪本のリサイクル市≫　無料！！
　　『多度津町芸術展』の協賛事業として開催します。
　　♪大勢の皆さまのご来場を、お待ちしております♪

■２０１１　第６５回『読書週間』　　　　　　　　

■寄贈図書　ご案内

　    　　　　　　　　　　　　古川 賢一郎 編著　/　皓星社
　　 　詩人が書き残した女子少年院の少女たちとの絆。
　第二次大戦直後、満州で活躍していた詩人・古川賢一郎は帰国し、
各地を転々としながら、やがて香川県丸亀市の女子少年院「丸亀
少女の家」へ辿り着き、約一年間、少女たちに「詩」を教えるこ
とになった。今から約５７年前のことである…。
　第一部は、収監されている少女たちをモデルにした日記文学。
　第二部は、少女たちが実際に綴った百篇の詩。
　そして第三部は、賢一郎の情熱溢れる教育レポート。
癌に冒され、出版化を願いながらも叶わな
かった魂の遺稿が奇跡の出版化。歴史の砂
漠に埋もれた無垢な花々…　だが、彼女た
ちの「言葉」は、賢一郎の祈りは、現代の
我々にも真っ直ぐに突き刺さってくる。
≪ 古川賢一郎　略歴 ≫
　１９０３年　綾歌郡美合村
　　　　　　（現まんのう町）川東生まれ。
　戦前　長崎、満州で文学活動。
　１９５５年　坂出市で死去。享年５２才。■11月の行事

　★おはなし会『ひまわり』
　　１１月１２日（土）　１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１１月１６日（水）　１４時３０分～１５時
　　絵本の読み聞かせ、紙しばい、
　　　　　　　　　　　てあそびなどをします。

・・・・・・・・・１５９冊
・・・・・・・・・・・２，９９６人
・・・・・・・・・・６，２６９冊

・・・・・１８人

『砂に咲く花』　女子少年院「丸亀少女の家」にて　

■9月の図書館利用状況
　　◎新着図書・寄贈本
　　◎入館者数
　　◎貸出図書数
　　◎新規図書利用カード作成者数

■町民会館からお知らせ　  ☎３３－３３３０
●劇団四季ミュージカル
　　“ユタと不思議な仲間たち”
【日　時】　　　　　　　　
　１１月５日（土）
　開場１８時００分　　　　　
　開演１８時３０分
【料　金】
　Ｓ席　４，２００円
　Ａ席　３，１５０円
　（税込み）★全席指定　　　　　 チケット発売中！

●第２回街角コンサート“音楽のつどい”
【日　時】１１月３日（木）
　　　　　開場８時００分　　開演８時３０分
　第１部／ピアノ、ヴァイオリン、声楽、フルート、フ
　　　　　ラメンコ、ダンス、琴、合唱等の発表会
　第２部／学校単位で参加。他校とのコラボ有り！　
　　　　　多度津中学校・善通寺東中学校・善通寺西中
　　　　　学校・琴平中学校・満濃中学校・善通寺第一
　　　　　高等学校・琴平高等学校・尽誠学園高等学校
　※入場無料！日頃の練習成果をご鑑賞下さい♪

■幕末から昭和にかけての写真を展示
町おこしの一環として、今年６月より開所し、幸之木神
社のお祭りや、幕末から昭和にかけての写真を展示して
います。８月には「八朔人形」「馬節句」
の飾りつけを行って展示しました。
来年３月には、雛人形の飾りつけを
予定しています。小さな展示館ですが
この様な季節の飾り物を見ていただき
伝統を引き継いでもらいたいと思いま
す。皆様、お気軽にお立ち寄り下さい。
【場　所】本通一丁目７番７号（硝子店の空き店舗利用）
【問合せ】電話 ３２－３４６７（世話人・関口）

■香川県立多度津高等学校
『創立９０周年記念公開展』のお知らせ
【日　　時】１１月１９日（土）　１３時～１６時
　　　　　　１１月２０日（日）　９時３０分～１５時
【場　　所】多度津高等学校
【催しもの】工業科・水産科各科展示、冷凍マグロ販売、
　　　　　　バザー、イベント（ウォーターボーイズ）等
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用下さい。
【問 合 せ】　電話 ３３－２１３１（代表）

●

１０月２７日（木）～１１月９日（水）
『読書週間』は、読書の
楽しさを訴えることで、
すべての世代の人たちに
本に親しむ“きっかけ”
を！という運動です。

「秋・読書週間に、ぜひ、一冊の本を！！」
　　標語；「信じよう、本の力」

（関連記事・・・・・・・１２Ｐ）

●  震災時における避難方法を身につけよう●  震災時における避難方法を身につけよう


